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糠谷禎則静岡県支部長 松本正宏茨城県支部長
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議長の山本一成新潟県支部長

設
立
総
会
で
冒
頭
あ
い
さ
つ
す
る
三
好
会
長

「
全
国
教
職
員
部
会
連
絡
協

議
会
」
が
平
成
27
年
11
月
30
日

に
誕
生
し
た
。
協
議
会
は
校
友

会
支
部
教
職
員
部
会
（
現
在
37

支
部
に
設
置
）
を
会
員
と
す
る

も
の
。
28
年
度
か
ら
校
友
教
職

員
の
資
質
の
向
上
と
教
育
活
動

の
助
長
、
東
京
農
業
大
学
の
発

展
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

設
立
総
会
は
同
日
、
グ
リ
ー

ン
ア
カ
デ
ミ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
た
。
来
賓
に
髙
野
克
己
学

長
を
迎
え
、
協
議
会
役
員
候
補

者
ら
40
人
が
参
集
。
協
議
会
規

約
、
役
員
の
選
任
な
ど
が
承
認

さ
れ
た
。
会
長
に
は
外
園

氏

（
校
友
会
副
会
長
・
埼
玉
県
支

部
長
）
が
就
任
し
た
。

外
園
会
長
は
「
母
校
の
充

実
し
た
教
育
で
、
将
来
の
わ
が

国
農
業
を
担
う
人
材
を
教
育
す

る
高
等
学
校
教
職
員
な
ど
に
、

毎
年
１
０
０
有
余
人
を
輩
出

し
、
全
国
で
教
育
に
当
た
っ
て

い
る
。
校
友
会
支
部
の
職
域
分

会
と
し
て
の
教
職
員
部
会
は
、

支
部
校
友
会
と
一
体
と
な
っ

て
、
研
修
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
他
の
都
道
府
県

情
報
や
全
国
情
報
な
ど
を
共
有

す
る
機
会
が
な
く
、
積
極
的
な

活
動
が
で
き
て
い
な
い
。
わ
れ

わ
れ
は
、
母
校
発
展
の
一
翼
を

担
う
よ
う
教
職
員
部
会
の
活
性

化
と
、
そ
の
活
動
強
化
を
早
急

に
図
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識

で
一
致
。
連
絡
協
議
会
を
設
立

す
る
こ
と
に
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

平
成
27
年
度
校
友
会
全
国
支
部
長
会
議
が
２
月
19
日
午
後
１
時
か

ら
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
の
横
井
講
堂
で
、
学

校
法
人
東
京
農
業
大
学
の
大
澤
貫
寿
理
事
長
、
東
京
農
業
大
学
・
同
短

期
大
学
部
の
髙
野
克
己
学
長
ら
を
来
賓
に
迎
え
、
全
国
か
ら
75
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　

 （
２
、３
面
に
関
連
記
事
）

全国支部長会議髙
野
学
長
か
ら
は
、
来
賓
あ

い
さ
つ
を
兼
ね
て
「
１
２
５
周

年
を
向
か
え
て
こ
れ
か
ら
の
東

京
農
大
― 

平
成
か
ら
の
変
遷

と
こ
れ
か
ら
の
改
革 

―
」
と

題
し
た
基
調
講
演
が
あ
っ
た
。

校
友
会
小
野
甲
二
事
務
局

長
が
来
賓
を
紹
介
、
続
い
て
、

昨
年
に
改
選
さ
れ
た
校
友
会
本

部
の
役
員
と
新
支
部
長
８
人
、

校
友
会
功
労
者
を
紹
介
し
た

（
13
面
会
員
の
動
静
、
功
労
者

表
彰
者
参
照
）。

昨
秋
の
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
報
告
お
よ
び
大
学
な
ら
び
に

校
友
会
に
対
す
る
要
望
な
ど
が

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
か
ら
提
案
さ

れ
、
学
校
法
人
古
谷
勇
治
常
務

理
事
と
夏
秋
啓
子
副
学
長
な
ら

び
に
校
友
会
本
部
か
ら
回
答
。

そ
れ
に
基
づ
き
質
疑
・
応
答
な

え
た
農
大
独
自
の
制
度
で
あ
る

が
、
入
試
に
は
公
平
性
と
説
明

責
任
が
あ
る
。
農
林
畜
産
業
、

造
園
業
、
醸
造
業
な
ど
の
後
継

者
を
育
成
す
る
こ
と
を
第
一
の

目
標
と
し
て
い
る
目
的
を
ご
理

解
の
う
え
、
応
募
の
と
き
に
受

験
希
望
者
へ
の
ご
配
慮
や
ご
指

導
い
た
だ
き
、
ご
推
薦
い
た
だ

き
た
い
。

推
薦
基
準
と
な
っ
て
い
る

評
定
平
均
に
つ
い
て
は
、
農

業
高
校
出
身
者
は
、
農
業
実

習
な
ど
の
経
験
が
あ
り
、
大
学

で
の
講
義
も
カ
バ
ー
す
る
も
の

を
持
っ
て
い
る
が
、
普
通
高
校

出
身
者
は
入
学
し
て
か
ら
大
変

苦
労
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

る
。統
計
的
に
調
査
し
た
結
果
、

高
校
の
レ
ベ
ル
、
学
生
間
の
ひ

ず
み
の
解
消
、
卒
業
可
能
な
基

礎
学
力
な
ど
を
考
え
、
評
定
平

均
値
を
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

学
部
・
学
科
改
組
に
伴
い

平
成
29
年
度
入
試
に
つ
い
て
、

生
命
科
学
部
の
特
定
学
科
で
は

地
域
後
継
者
の
推
薦
募
集
は
し

な
い
方
向
で
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
試
験
当
日
に
小
論
文
を

課
し
て
試
験
を
行
い
、
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
し
っ
か
り
し
た
学

生
、
後
継
者
意
欲
の
あ
る
学
生

に
入
学
い
た
だ
き
、
地
域
に
貢

接
室
、
大
学
事
務
室
・
宿
泊
室

な
ど
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
。

18
歳
人
口
が
減
少
し
て
い

く
な
か
、
大
学
院
生
や
社
会
人

だ
け
で
な
く
、
留
学
生
を
倍
増

さ
せ
る
と
と
も
に
世
界
の
農
学

の
拠
点
大
学
と
し
て
さ
ら
に
飛

躍
す
る
た
め
国
際
セ
ン
タ
ー
の

建
設
は
、
大
学
運
営
上
必
要
で

あ
る
。

１
２
５
周
年
記
念
事
業
募

金
の
現
状
は
、
全
体
目
標
額
７

億
円（
校
友
会
は
２
億
円
目
標
）

の
う
ち
、
１
月
末
現
在
２
億
４

２
０
０
万
円
で
達
成
率
は
35
%

で
あ
る
。
校
友
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
感
謝
す
る
。

２
．「
地
域
後
継
者
推
薦
入

試
制
度
」
に
つ
い
て

「
人
物
を
畑
に
還
（
か
え
）

す
」
と
の
建
学
の
精
神
を
踏
ま

献
し
活
躍
す
る
東
京
農
大
生
を

育
成
し
て
い
く
、
こ
の
よ
う
な

方
針
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

３
．
農
大
ス
ポ
ー
ツ
の
強

化
な
ど

箱
根
駅
伝
は
本
戦
出
場
を

逃
が
し
た
が
、
監
督
が
交
代
し

て
３
年
目
を
迎
え
、
最
初
か
ら

指
導
・
育
成
し
た
学
生
が
育
っ

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
４
月
か

ら
は
選
手
の
勧
誘
実
績
の
あ
る

新
コ
ー
チ
の
招
聘
（
し
ょ
う
へ

い
）
が
決
定
し
て
い
る
の
で
今

年
は
期
待
が
で
き
る
。

世
田
谷
硬
式
野
球
部
は
、

昨
年
の
秋
季
２
部
リ
ー
グ
で
優

勝
を
争
っ
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

硬
式
野
球
部
は
全
国
大
会
に
出

場
、
ド
ラ
フ
ト
指
名
選
手
を
輩

出
す
る
な
ど
健
闘
し
て
い
る
。

相
撲
部
は
小
柳
君
が
時
津
風
部

屋
入
門
、
卒
業
生
の
正
代
関
が

十
両
優
勝
、
初
場
所
で
敢
闘
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い

る
。

４
．
東
京
農
大
ス
ポ
ー
ツ

サ
ポ
ー
ト
募
金
に
つ
い
て

従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
募
金
に
代
わ
る
制
度
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
は
各
運
動
部

を
指
定
し
て
の
募
金
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
卒
業
生
個
々
の
意

思
に
よ
り
運
動
部
を
指
定
し
て

募
金
が
で
き
る
よ
う
に
改
善
し

た
も
の
（
５
面
参
照
）。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト
募

金
に
つ
い
て
、
校
友
会
で
は
校

友
会
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
、

都
道
府
県
校
友
会
支
部
総
会
な

ど
で
の
周
知
活
動
を
図
り
、
東

京
農
大
ス
ポ
ー
ツ
の
強
化
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
を
、
全
国
支

部
長
会
議
で
組
織
合
意
し
た
。

最
後
に
、「
平
成
28
年
度
通

常
総
会
、
１
２
５
周
年
記
念
式

典
の
日
程
」、「
東
京
農
業
大
学

校
友
世
界
大
会
に
つ
い
て
」
な

ど
当
面
の
予
定
が
本
部
事
務
局

か
ら
報
告
さ
れ
、
外
園

副
会

長
の
閉
会
の
辞
で
全
国
支
部
長

会
議
を
閉
会
し
た
。

全
国
教
職
員
部
会
連
絡
協
が
設
立

ど
全
体
討
議
が
行
わ
れ
た
。
主

な
討
議
事
項
は
次
の
通
り
。

１
．
大
学
創
立
1
2
5
周

年
記
念
事
業
資
金
募
金
の
推
進

上
の
課
題
と
募
金
に
よ
り
建
設

を
計
画
し
て
い
る
「
国
際
セ
ン

タ
ー
」
の
概
要
と
竣
工
（
し
ゅ

ん
こ
う
）
時
期
な
ど

法
人
の
整
備
建
設
計
画
に

基
づ
き
、
東
京
農
大
一
高
に
隣

接
し
て
小
学
校
お
よ
び
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
新
研
究
棟
の
建

設
、
そ
し
て
現
在
の
２
号
館
跡

地
に
国
際
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

て
い
く
計
画
で
あ
る
。

国
際
セ
ン
タ
ー
は
４
階
建

て
４
０
０
０
平
方
㍍
の
計
画
、

施
設
は
レ
ス
ト
ラ
ン
、
卒
業
生

が
集
え
る
ラ
ウ
ン
ジ
、
国
際
資

料
室
、
国
際
会
議
場
な
ど
の
会

議
室
、
校
友
会
の
事
務
室
・
応

鶴丸哲司北海道支部長

佐竹弘道徳島県支部長長倉春義宮崎県支部長
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母校発展の一翼担う

スポーツサポート募金に協力
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母
校
・
東
京
農
大
は
、
各

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
内
整
備
を

着
々
と
進
め
つ
つ
、
少
子
化
対

応
な
ど
学
部
・
学
科
再
編
改
革

も
断
行
さ
れ
、
ま
す
ま
す
発
展

し
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
母
校
創
立
１
２

５
周
年
の
節
目
の
お
め
で
た
い

年
に
当
た
り
、
校
友
Ｏ
Ｂ
と
し

て
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

全
国
の
支
部
長
に
は
、
校

友
会
に
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

全
国
支
部
長
会
議
は
、
母

校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

再
確
認
す
る
場
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
お

り
ま
す
。（
昨

年
）
秋
の
「
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
」

で
の
大
学
な

ら
び
に
校
友
会

へ
の
要
望
な
ど

を
こ
の
会
議
に

提
起
し
て
、
組

織
的
な
検
討
を

行
う
重
要
な

会
議
で
あ
り
ま

す
。大

学
か
ら

ご
出
席
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
校

友
会
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
、
親
し
く
ご
指
導
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

昨
年
の
全
国
支
部
長
会
議

以
降
の
経
過
に
つ
い
て
、
若
干

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。昨

年
は
、
大
き
く
次
の
３

点
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
、
母
校
創
立
１
２

５
周
年
記
念
募
金
に
よ
る
国
際

セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
の
早
期
策

定
に
つ
い
て
多
く
の
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

二
つ
は
、
地
域
後
継
者
推

薦
に
つ
い
て
の
改
善
要
望
の
提

案
、
三
つ
は
、
箱
根
駅
伝
に
代

表
さ
れ
る
農
大
ス
ポ
ー
ツ
の
強

化
で
あ
り
ま
し
た
。

５
月
に
は
、
27
年
度
通
常

総
会
を
開
催
。
６
月
に
は
、
任

期
満
了
に
伴
う
校
友
会
本
部
役

員
の
改
選
選
挙
が
行
わ
れ
、
新

役
員
を
選
任
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

９
月
に
は
、
地
域
後
継
者

推
薦
入
試
の
受
験
希
望
者
に
つ

い
て
支
部
推
薦
を
い
た
だ
き
、

全
員
の
合
格
を
認
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

支
部
に
お
い
て
も
、
国
内

43
支
部
・
海
外
３
支
部
で
支
部

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
若

手
や
女
性
の
参
加
が
少
な
い
な

ど
の
問
題
も
山
積
す
る
中
で
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
総
会
が
多

く
、
各
支
部
と
も
年
々
盛
会
に

な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

お
り
ま
す
。

10
月
の
箱
根
駅
伝
予
選
会

で
は
、
母
校
は
残
念
な
結
果
に

終
わ
り
ま
し
た
。
農
大
の
名
声

を
大
い
に
高
め
、
わ
れ
わ
れ
Ｏ

Ｂ
の
「
母
校
愛
」
を
刺
激
す
る

農
大
ス
ポ
ー
ツ
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
大
学
に
お
願

い
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

11
月
に
は
、
支
部
教
職
員

部
会
を
組
織
化
し
た
「
全
国
教

職
員
部
会
連
絡
協
議
会
」
を
設

立
、
教
育
現
場
の
校
友
同
士
の

情
報
共
有
を
図
り
つ
つ
、
大
学

へ
の
協
力
活
動
を
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。

新
年
１
月
に
は
、
校
友
会

主
催
で
農
友
会
激
励
会
を
開

催
、
農
大
の
名
声
を
高
め
た
７

団
体
・
個
人
16
人
に
会
長
表
彰

を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
２
５
周
年
記
念

募
金
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
校
友

会
組
織
目
標
の
約
80
％
ま
で

き
て
い
ま
す
。
募
金
者
に
感
謝

し
つ
つ
、
集
中
推
進
期
間
の
３

月
末
ま
で
に
目
標
を
達
成
い

た
だ
き
た
く
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
以
上
が

主
な
活
動
結
果
で
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年

度
は
、
母
校
・

東
京
農
業
大

学
創
立
１
２

５
周
年
の
記

念
事
業
へ
の
参
加
と
校
友
会
主

催
で
「
東
京
農
業
大
学
校
友
世

界
大
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

大
学
の
め
ざ
ま
し
い
発
展

方
向
の
中
で
、
校
友
会
も
新
た

な
対
応
に
取
り
組
ん
で
行
く
必

要
が
あ
る
も
の
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
日
の
会
議
が
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
友
会
に
対
す
る
ご
要
望

な
ど
に
つ
い
て
は
、
鋭
意
検
討

し
つ
つ
で
き
る
限
り
応
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新

た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
新
支
部

長
に
は
、
こ
れ
か
ら
校
友
会
活

動
に
ご
尽
力
賜
り
た
く
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
長
年
、
支
部
長
、
幹
事
長

を
お
務
め
い
た
だ
き
、
退
任
さ

れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
、
今
ま

で
の
ご
功
績
に
対
し
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
支
部
長
会
議
が
横
井

記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。日

頃
、
東
京
農
業
大
学
に

対
し
て
の
多
大
な
ご
支
援
を
頂

き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。本

年
は
１
２
５
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
す
。
歴
史
を

若
干
顧
み
ま
す
と
戦
後
、
大

学
が
こ
の
世
田
谷
の
地
を
手
に

入
れ
移
っ
た
こ
と
が
、
今
日
の

大
学
発
展
の
大
き
な
柱
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
当
時
の
佐
藤
寛
次
学
長
が

世
田
谷
の
農
業
地
帯
の
中
の
陸

軍
跡
地
を
学
校
地
と
し
て
手
に

本
日
は
大
学
へ
の
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
「
大

学
の
変
遷
と
こ
れ
か
ら
の
改
革

方
向
」
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
は
今
年
１

２
５
年
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
学
が
今
あ
る
の
は
、
建
学
か

ら
今
日
ま
で
先
人
た
ち
が
多
く

の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
現
在
の

基
礎
を
築
い
て
き
て
く
れ
た
か

ら
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の

先
人
た
ち
の
努
力
の
結
果
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。昭
和
20
年（
１

９
４
５
年
）
に
渋
谷
の
常
磐
松

か
ら
こ
の
世
田
谷
の
地
に
移
っ

て
き
た
こ
と
が
、
今
の
農
大
発

展
の
大
き
な
原
点
と
な
り
ま
し

入
れ
ら
れ
、
大
学
の
礎
を
築
い

て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
１
２

５
周
年
を
考
え
る
上
で
、
大
切

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
間
、
多
く
の
校
友

の
大
学
支
援
の
取
り
組
み
と
さ

ま
ざ
ま
な
先
人
の
努
力
に
よ
っ

て
、
今
日
の
大
学
が
存
在
し
て

い
ま
す
。

こ
の
世
田
谷
に
存
在
し
て
い

な
け
れ
ば
、
大
学
の
姿
は
大
き

く
違
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
学
校
法

た
。
平
成
元
年
（
１
９
８
９

年
）
に
は
、
北
海
道
網
走
市
に

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
、
生

物
産
業
学
部
を
開
設
し
、
平
成

10
年
（
１
９
９
８
年
）
に
神
奈

川
県
厚
木
市
に
厚
木
キ
ャ
ン
パ

ス
を
設
置
、
農
学
部
が
移
転
い

た
し
ま
し
た
。

明
治
24
年
（
１
８
９
１
年
）

に
は
、
本
学
の
基
礎
と
な
る
徳

川
育
英
会
育
英
黌
農
業
科
が
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
は
「
人

物
を
畑
に
還
（
か
え
）
す
」
建

学
の
精
神
と
教
育
研
究
の
理
念

で
あ
る
「
実
学
主
義
」
を
掲
げ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
初

代
学
長
・
横
井
時
敬
の
「
農
学

栄
え
て
農
業
滅
ぶ
」
と
い
う
言

葉
は
、
わ
れ
わ
れ
の
教
育
研
究

を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
警
句
で

す
。
東
京
農
大
と
し
て
は
、
次

の
１
２
５
年
に
向
け
て
こ
の
命

題
に
対
し
て
取
り
組
み
、
成
果

人
東
京
農
業
大
学
は
、
世
田
谷

の
東
京
農
業
大
学
を
拠
点
に
し

て
、厚
木
、オ
ホ
ー
ツ
ク
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
設
け
、
高
等
学
校
さ

ら
に
は
東
京
情
報
大
学
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
世
田
谷
に
大
き

な
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
の
伝
統

あ
る
高
等
・
中
等
教
育
機
関
と

し
て
、
広
く
位
置
付
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

学
校
法
人
は
こ
の
た
び
、
次

の
１
３
０
年
、
１
５
０
年
に
向

け
て
中
期
計
画
を
策
定
し
て
、

を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

現
在
３
キ
ャ
ン
パ
ス
に
２

つ
の
大
学
院
、
短
期
大
学
部
を

入
れ
て
６
学
部
に
22
の
学
科

と
研
究
室
が
あ
り
、
学
生
は
１

万
３
０
０
０
人
で
す
。
学
部
生

が
１
万
２
０
０
０
人
弱
、
大
学

院
生
が
５
０
０
人
、
短
大
生
が

１
０
０
０
人
で
す
。
理
系
に
分

類
さ
れ
る
大
学
と
し
て
は
大

学
院
生
の
数
が
少
な
い
こ
と

が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

将
来
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
方

針
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
少
子
化
の
時
代
を
乗
り
切

る
こ
と
は
、
多
く
の
方
々
の
協

力
な
く
し
て
は
大
変
難
し
い
も

の
と
考
え
ま
す
。
現
に
、農
大
、

情
報
大
の
い
く
つ
か
の
学
部
や

高
等
学
校
、
中
等
学
校
で
、
収

容
定
員
確
保
に
厳
し
い
状
況
も

見
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
今
後

ど
う
改
革
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
学
の
学
部
改
組
、
新
学

科
の
設
置
、
東
京
情
報
大
学
の

新
学
部
の
設
置
、
さ
ら
に
は
高

等
学
校
、
中
等
学
校
の
改
革
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
部
門
の
改
革
を
一
体
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
国
に
大
学
（
７
８
０
校
）

や
高
等
学
校
が
こ
れ
だ
け
増
え

る
と
、
学
校
経
営
は
厳
し
い
運

営
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

戦
略
室
や
理
事
会
で
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
小
学

校
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
学
校
法
人
の
財
務
基
盤

を
確
固
た
る
も
の
に
し
な
が

ら
、
初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育

ま
で
の
一
貫
教
育
を
目
指
し
、

国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

を
輩
出
す
る
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有

効
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
た

め
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

将
来
を
見
通
せ
な
い
非
常

に
不
透
明
な
時
代
で
す
が
、
今

後
と
も
安
定
的
経
営
を
目
指
し

最
大
限
の
努
力
を
し
ま
す
。
校

友
の
皆
さ
ま
の
知
恵
と
力
を
拝

借
し
な
が
ら
、
大
学
と
校
友
と

の
大
事
な
関
係
が
今
後
と
も
維

持
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
学

校
法
人
の
運
営
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
校
友
会
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
ま

す
。
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東
京
農
大
の
教
育
シ
ス
テ

ム
は
、
教
室
で
学
ぶ
だ
け
で
な

く
フ
ィ
ー
ル
ド
で
学
ぶ
、
そ
れ

か
ら
３
年
・
４
年
に
な
る
と
研

究
室
で
学
び
、
専
門
性
を
高
め

る
と
と
も
に
社
会
人
と
し
て
の

教
養
と
社
会
人
力
を
つ
け
る
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

東
京
農
大
は
、
実
験
実
習

と
卒
業
研
究
を
通
じ
て
専
門
性

を
身
に
付
け
、
社
会
に
出
た
と

き
に
す
ぐ
に
役
立
つ
と
い
う
こ

と
で
、
４
年
生
は
大
学
院
を
出

た
人
と
同
じ
く
ら
い
能
力
が

あ
る
と
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
残
念
な
こ
と
に
、
現
在
は

学
歴
社
会
で
あ
り
、
高
学
歴
の

者
に
対
し
て
各
種
の
チ
ャ
ン
ス

が
優
先
し
て
与
え
ら
れ
る
時
代

で
す
。
学
部
卒
で
は
チ
ャ
ン
ス

の
機
会
が
少
な
い
と
い
う
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。

校
友
会
支
部
長
の
皆
さ
ま
方

が
進
学
し
た
こ
ろ
の
時
代
は
、

大
学
進
学
率
は
10
％
以
下
で
し

た
。現
在
は
平
均
す
る
と
50
%
、

東
京
で
は
70
％
ほ
ど
に
な
っ
て

い
ま
す
。
４
年
生
大
学
へ
の
入

学
者
数
は
、
平
成
以
降
60
万
人

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

問
題
は
、
平
成
４
年
（
１

９
９
２
年
）
以
降
、
18
歳
人
口

が
大
き
く
減
少
し
て
き
て
お
り

ま
す
。
18
年
後
に
は
18
歳
人
口

が
１
０
０
万
人
を
割
り
、
最
大

時
の
２
０
０
万
人
か
ら
半
分
に

減
少
い
た
し
ま
す
。

大
学
へ
の
進
学
者
が
60
万

人
を
維
持
す
る
の
か
ど
う
か
。

す
で
に
定
員
割
れ
を
し
て
い
る

大
学
も
数
多
く
あ
る
中
で
、
東

京
農
大
は
定
員
割
れ
を
し
な
い

で
、
今
後
と
も
優
秀
な
学
生
を

確
保
し
続
け
、
社
会
に
役
立
つ

人
材
、
未
来
の
社
会
を
創
る
人

材
、
あ
る
い
は
未
来
の
科
学
技

術
を
生
み
出
す
人
材
を
輩
出
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使

命
が
あ
り
ま
す
。

東
京
農
大
は
受
験
者
数
が
３

万
人
を
超
え
る
大
学
に
な
り
ま

し
た
。
一
学
年
３
０
０
０
人
ほ

ど
の
中
規
模
大
学
で
す
が
、
受

験
者
数
が
３
万
人
を
超
え
る
と

言
う
の
は
異
例
で
す
。
こ
の
こ

と
は
１
２
５
年
の
歴
史
と
伝
統
、

さ
ら
に
は
日
本
全
国
、
あ
る
い

は
世
界
各
国
で
多
く
の
先
人
が

活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
背
中

を
押
さ
れ
、
誰
も
が
入
り
た
い

東
京
農
大
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
女
子
学
生
が

増
え
た
こ
と
で
す
。
女
子
全
体

の
進
学
率
が
高
ま
っ
て
い
る
と

同
時
に
東
京
農
大
も
女
子
の
割

合
が
増
え
、
受
験
生
で
約
50
％
、

入
学
者
比
率
で
は
約
45
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
進
学
率

上
昇
の
け
ん
引
は
女
子
で
あ
り
、

か
つ
理
系
希
望
の
女
子
が
増
え

た
こ
と
が
、
東
京
農
大
の
評
価

を
高
め
て
い
る
こ
と
と
受
験
生

の
数
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

他
大
学
で
は
女
子
学
生
確

保
の
た
め
新
校
舎
を
建
設
し
た

り
し
て
お
り
、
本
学
も
３
年
前

に
講
義
棟
を
新
し
く
し
ま
し
た

が
、
建
物
は
古
く
て
も
、
教
育

研
究
の
内
容
を
見
て
多
く
の
女

子
学
生
が
来
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
建
物
や
設
備
を
充

実
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
も
っ

と
集
ま
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

女
性
は
、
ま
ず
は
何
が
学
べ

て
何
を
学
び
た
い
か
に
よ
っ
て

大
学
を
選
ぶ
方
が
多
い
よ
う
で

す
。
今
は
、
大
学
本
来
の
教
育

研
究
の
目
的
は
何
な
の
か
、
教

育
レ
ベ
ル
は
ど
の
程
度
な
の
か

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

れ
が
ち
ゃ
ん
と
目
に
見
え
、
分

か
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
東
京
農
大
が
何
を
目

指
す
の
か
、
東
京
農
大
は
ど
う

い
う
大
学
な
の
か
と
い
う
こ
と

を
は
っ
き
り
と
表
明
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
札
幌
・
仙
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新
設

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

か
ら
開
始
し
た
大
学
改
組
に
つ

い
て
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
大
き

な
改
革
の
柱
は
学
部
・
学
科
の

新
設
で
す
。
も
う
一
つ
は
大
学

院
生
の
育
成
確
保
が
今
後
、
必

要
不
可
欠
な
こ
と
で
す
。今
は
、

大
学
院
を
出
な
い
と
、
リ
ー

ダ
ー
に
な
れ
る
機
会
が
与
え
ら

れ
な
い
時
代
と
な
っ
て
お
り
、

大
学
院
進
学
率
を
高
め
る
こ
と

が
大
学
経
営
を
成
功
さ
せ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
改
革
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
16

年
後
に
は
18
歳
人
口
が
99
万

人
、
さ
ら
に
４
年
後
に
は
88
万

人
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
短

期
大
学
部
の
２
８
０
人
の
定
員

を
学
部
に
取
り
込
み
、
全
体
で

２
８
０
０
人
の
定
員
と
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

国
（
文
部
科
学
省
）
が
地
方

創
世
、
地
方
活
性
化
の
方
針
の

下
で
、
大
都
市
圏
の
大
学
の
定

員
を
厳
し
く
押
さ
え
る
と
と
も

に
、
学
科
の
新
設
や
定
員
増
に

つ
い
て
も
厳
し
く
審
査
す
る
方

針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

短
期
大
学
部
の
２
８
０
人
の
定

員
を
学
部
に
取
り
込
む
こ
と

で
、
生
命
科
学
部
に
３
学
科
を

新
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
部

２
８
０
０
人
定
員
に
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
新
た
に
農
学
の
研
究
領
域

を
も
っ
と
広
げ
て
い
く
た
め
に

新
学
科
創
設
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
農
学
系
以
外
の

理
学
系
や
生
活
系
、
そ
れ
か
ら

経
済
系
や
工
学
系
と
い
っ
た
と

こ
ろ
へ
の
学
生
の
呼
び
込
み
に

つ
い
て
、
今
後
、
本
腰
を
入
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
学
生
の
質
を
下
げ

な
い
こ
と
で
す
。
18
歳
人
口
が

減
っ
て
く
中
で
質
を
ど
の
よ
う

に
す
る
か
と
い
う
の
は
重
要
な

こ
と
で
す
。明
治
、日
大
と
い
っ

た
農
学
部
を
持
つ
大
学
と
の
競

争
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
で
す
。
東
京
農
大

に
は
優
秀
な
留
学
生
が
お
り
ま

す
し
、
東
京
農
大
に
留
学
を
希

望
し
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
優
秀
で
な
お
か
つ
中
国

や
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
人
た

ち
の
受
け
皿
を
し
っ
か
り
作
る

こ
と
を
進
め
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

具
体
的
な
大
学
改
組
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
応
用
生
物
科
学
部

に
あ
る
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
を
新
設
の
生
命
科
学
部
に
移

行
し
て
、
新
た
に
分
子
生
命
化

学
科
と
分
子
微
生
物
学
科
を
新

設
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
は

大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
文
部
科

学
省
に
対
し
て
、
新
学
部
・
新

学
科
設
置
の
認
可
を
得
る
た
め

に
、
農
学
と
生
命
科
学
が
い
か

に
関
連
深
い
の
か
、
い
か
に
共

通
性
が
高
い
の
か
、
い
か
に
補

完
し
合
う
学
問
分
野
な
の
か
と

い
う
こ
と
を
説
明
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
講
義
科
目

と
研
究
の
専
門
性
が
近
い
教
員

を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
本
学
の
場
合
に
は
、
一
部

外
か
ら
の
先
生
に
お
手
伝
い
い

た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す

が
、
東
京
農
大
の
中
で
教
員
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
も
含
め
、
新
学
科
設

置
を
可
能
に
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
環
境
科
学
部
に
地
域

創
成
科
学
科
を
新
設
し
ま
す
。

建
学
の
精
神
「
人
物
を
畑
に
還

す
」を
具
現
化
す
る
地
方
創
生
、

再
生
に
関
わ
る
研
究
・
教
育
を

行
い
、
各
地
域
で
活
躍
を
す
る

人
材
を
育
成
す
る
学
科
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
国
際
食
料
情
報
学
部

に
国
際
食
農
科
学
科
を
つ
く
り

ま
す
。
日
本
食
の
文
化
が
世
界

に
高
く
評
価
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
こ
と
を
ピ
ン
ア
ッ
プ

す
る
広
報
学
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
こ
と
を
広
く
社
会
に
、

世
界
に
、
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
日
本
の
食
文
化
や
日
本
の

文
化
に
つ
い
て
十
分
に
知
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
新
学

科
を
つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
改
組
に
よ
り
、
平
成

29
年
（
２
０
１
７
年
）
の
４
月

か
ら
新
学
部
新
学
科
に
新
入
生

を
迎
え
、
短
期
大
学
部
は
平
成

30
年
３
月
の
卒
業
生
で
閉
鎖
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
厚
木
の

農
学
部
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
つ
い

て
も
、
焦
ら
な
い
で
、
改
革
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
学
部
の
入
学
定
員
は
現

在
農
学
科
２
２
０
人
、
畜
産
学

科
１
８
０
人
、
バ
イ
オ
セ
ラ

ピ
ー
学
科
１
４
０
人
で
す
が
、

他
大
学
の
例
で
は
、
お
お
む
ね

80
人
か
ら
多
く
て
も
１
２
０
人

程
度
で
す
。

現
在
は
先
生
方
の
ご
努
力

に
よ
り
、優
秀
な
学
生
を
確
保
・

教
育
し
て
、
社
会
に
輩
出
し
て

お
り
ま
す
が
、
さ
す
が
に
定
員

が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

将
来
は
他
大
学
例
の
程
度
ま
で

減
員
す
る
方
向
で
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
未
来
の
社
会
を

つ
く
る
人
材
を
育
て
、
未
来
を

つ
く
る
科
学
技
術
を
創
出
す
る

新
し
い
学
科
を
創
設
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
今
、
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

に
生
物
産
業
学
部
を
設
置
し
ま

し
た
が
、
北
海
道
は
遠
隔
地
で

も
あ
り
入
学
生
の
確
保
に
苦
心

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
北
海
道
の
中
の
大
学
で
は

も
っ
と
も
学
生
が
集
ま
る
レ
ベ

ル
の
高
い
学
部
で
す
。
そ
の
理

由
の
一
つ
は
、
東
京
農
業
大
学

と
い
う
全
国
ネ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ン

ド
力
で
す
。
北
海
道
内
の
学
生

は
10
％
程
度
で
す
が
、
関
東
、

関
西
、
九
州
か
ら
も
多
く
の
学

生
が
進
学
し
て
お
り
、
地
域

性
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
北

海
道
の
自
然
豊
か
な
特
徴
あ
る

環
境
の
中
で
学
力
を
磨
き
、
日

本
各
地
に
、
あ
る
い
は
世
界
に

巣
立
つ
学
生
も
輩
出
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、北
海
道
の
オ
ホ
ー

ツ
ク
で
勉
強
で
き
る
魅
力
が
十

分
に
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
魅
力
の
一
番
は
、

地
域
の
方
々
が
農
大
生
の
教
育

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
学
生
は
北
海
道
の
雄

大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
も
先
生
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
実
学
的
に
学
ん
で
い

ま
す
。
東
京
農
大
の
教
育
研
究

の
理
念
「
実
学
主
義
」
を
実
践

で
き
る
最
良
の
キ
ャ
ン
パ
ス
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

（
２
０
１
８
年
）
に
は
、オ
ホ
ー

ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
か
学
べ

な
い
学
科
、
北
海
道
の
自
然
、

資
源
を
十
二
分
に
教
育
研
究
に

活
用
で
き
る
学
科
の
創
設
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
大

学
院
、
教
育
の
高
等
化
で
す
。

昨
今
、
博
士
前
期
課
程
（
マ
ス

タ
ー
コ
ー
ス
）
の
学
生
に
つ
い

て
は
、
就
職
求
人
倍
率
も
高
い

訳
で
す
が
、
博
士
後
期
課
程
の

学
生
に
つ
い
て
は
専
門
性
が
高

す
ぎ
て
就
職
に
苦
労
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
農
大
教
員
の
ほ
と

ん
ど
は
、
博
士
後
期
課
程
（
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ス
）
を
卒
業
し
て

い
ま
す
。
博
士
号
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
教
員
採
用
の
条
件
だ

か
ら
で
す
。
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス

の
学
生
が
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
わ
れ
わ
れ
の
後
継
者
が
い

な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
教
員
の
後
継
者
が
い

な
く
な
っ
た
ら
、
大
学
の
継
続

性
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
、
東
京
農
大
の

内
部
進
学
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
経
済
が

低
迷
し
て
い
る
中
で
、
経
済
面

で
進
学
が
難
し
い
と
考
え
て
い

る
学
生
が
多
く
い
ま
す
の
で
、

ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
の
学
生
に
対

し
て
の
入
学
金
や
授
業
料
を
免

除
し
、実
質
的
に
無
料
と
す
る
、

奨
学
金
制
度
を
創
設
い
た
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー

ス
の
学
生
へ
の
奨
学
金
と
し

て
、
今
ま
で
は
入
学
定
員
の
半

分
に
奨
学
金
を
与
え
て
い
ま
し

た
が
、
東
京
農
大
の
学
部
を
卒

業
し
て
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
に
入

学
し
た
大
学
院
生
全
員
の
授
業

料
を
半
額
免
除
す
る
奨
学
金
制

度
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
マ
ス
タ
ー
が
増
え
な
い
と

ド
ク
タ
ー
が
増
え
ま
せ
ん
。
東

京
農
大
精
神
の
継
承
者
育
成
の

た
め
の
奨
学
金
制
度
を
創
設
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。今
後
は
、

入
試
の
改
革
の
中
で
、
大
学
入

試
の
時
に
大
学
院
へ
の
進
学
を

予
約
す
る
よ
う
な
入
試
選
考
も

考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
学
校
法
人
東
京

農
業
大
学
に
は
、
東
京
農
大
・

東
京
情
報
大
学
、
三
つ
の
高
校

と
二
つ
中
学
が
あ
り
ま
す
。
高

等
教
育
、
中
等
教
育
、
次
は
初

等
教
育
の
小
学
校
を
つ
く
る
計

画
が
あ
り
ま
す
。
少
子
化
時
代

の
中
に
あ
っ
て
、
世
田
谷
周
辺

で
は
、
東
京
農
大
の
中
学
校
に

入
学
し
た
い
と
い
う
児
童
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
農
に
対
す
る
憧
れ
で
す
。

林
間
学
校
や
臨
海
学
校
な
ど
自

然
が
い
っ
ぱ
い
の
中
に
行
く

と
、
自
然
を
経
験
し
た
子
ど
も

が
成
長
し
て
帰
っ
て
来
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
学
校

だ
け
で
な
く
て
小
学
校
の
教
育

に
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
。
人
工

的
な
社
会
環
境
の
中
に
い
ま
す

と
、
最
初
か
ら
「
農
の
心
」
を

持
っ
て
い
な
い
子
が
多
い
の
で

す
が
、
国
の
基
は
農
業
で
あ
り

「
農
」
の
精
神
育
成
が
求
め
ら

れ
て
い
く
中
で
、
小
さ
い
と
き

か
ら
生
き
物
の
大
切
さ
、
命
の

大
切
さ
と
い
っ
た
「
農
の
心
」

を
持
っ
た
児
童
を
育
て
る
小
学

校
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

今
も
昔
も
、
大
学
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
教
育
貢

献
と
学
術
貢
献
で
す
。
東
京
農

大
の
教
育
研
究
の
方
針
は
、
研

究
を
通
し
て
教
育
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
学
術
成
果

を
産
業
界
、
地
域
に
い
か
に
貢

献
・
展
開
で
き
る
か
で
す
。
こ

れ
が
日
本
の
大
学
は
非
常
に
弱

い
と
こ
ろ
で
本
学
も
し
か
り
で

す
。
農
業
・
農
学
に
は
貢
献
し

て
い
る
の
で
す
が
、
農
業
お
よ

び
食
品
を
は
じ
め
と
す
る
関
連

産
業
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
た
か

は
見
え
に
く
い
。
重
ね
て
、
東

京
農
大
の
教
員
の
大
変
な
と
こ

ろ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
・
研

究
活
動
で
忙
し
い
。
国
立
大
学

の
教
員
た
ち
と
比
べ
て
み
て

も
、
１
人
で
10
役
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
態
で
す
が
、
東

京
農
大
の
研
究
成
果
を
企
業
を

通
じ
て
社
会
で
展
開
す
る
、
あ

る
い
は
地
域
、
市
町
村
さ
ら
に

は
県
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
、

本
学
の
人
的
資
源
、
知
的
資

源
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
地
域
に
提

供
・
還
元
し
よ
う
と
い
う
ギ
ブ

ア
ン
ド
テ
イ
ク
の
関
係
を
こ
れ

か
ら
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、

農
大
の
発
展
と
安
定
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
２
５
周
年
を
迎
え
た
東

京
農
大
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
変
貌
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
を
、
皆
さ
ま
方
に
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

�¶

æ
�Ï�¶
�J
�w
	ý

ƒ
�ª
�t

�¶
	[

R
�L
�p
�ˆ
�À
�t
�é
�Y

�G
�¶
�Ã
�•
�w

�
�¶
�›
	O
�¹

台
・
新
潟
・
東
京
首
都
圏
・
名

古
屋
・
大
阪
・
広
島
・
福
岡
な

ど
に
入
試
会
場
を
設
け
、
地
方

の
人
た
ち
に
も
入
試
の
機
会
、

受
け
や
す
い
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
利
用

入
試
の
導
入
で
す
。地
元
で「
東

京
農
大
を
受
験
で
き
る
」
と
い

う
こ
と
が
、
多
く
の
受
験
生
、

地
方
の
受
験
生
に
好
評
を
得
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
東
京
農
大

の
受
験
者
数
は
全
国
で
23
番
目

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
農

学
系
の
総
合
大
学
で
す
が
、
分

野
と
し
て
は
農
学
に
特
化
し
て

い
る
専
門
性
の
高
い
大
学
で
あ

り
、
中
堅
規
模
の
大
学
で
20
番

前
後
と
い
う
の
は
農
大
と
理
科

大
だ
け
で
す
。
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【
平
成
27
年
10
月
１
日
】

▼
名
誉
顧
問
の
推
載

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
名
誉
顧
問 

小
澤　

寅
男

【
平
成
27
年
10
月
１
日
】

▼
任
用

東
京
農
業
大
学
副
学
長
、

同
短
期
大
学
部
副
学
長 
新
部　

昭
夫

東
京
農
業
大
学
第
一
高
校
校
長
、

同
中
等
部
校
長 

田
中　

越
郎

▼
教
授
採
用

国
際
食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経
済
学
科 

堀
田　

和
彦

国
際
食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経
済
学
科 

原　
　

珠
里

国
際
食
料
情
報
学
部

国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

渋
谷　

往
男

応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学
科 

鈴
木
健
一
朗

戦
略
室 

加
納
佳
代
子

農
学
部
バ
イ
オ
セ
ラ
ピ
ー
学
科
（
任
期
制
） 

土
橋　
　

豊

名
越　

時
秀　

教
授

昭
和
50
年
３
月
本
学
農
学

部
農
学
科
卒
業
。
50
年
７
月
本

学
厚
木
農
場
の
助
手
、
平
成
元

年
４
月
本
学
厚
木
中
央
農
場
講

師
、
14
年
４
月
本
学
農
学
部
農

学
科
助
教
授
を
経
て
、
13
年
に

博
士
（
農
学
）
の
学
位
取
得
。

22
年
10
月
か
ら
本
学
農
学
部
農

学
科
教
授
。専
門
は
作
物
学
で
、

主
に
、
水
稲
の
省
力
化
技
術

や
、
品
質
低
下
の
要
因
で
あ
る

高
位
分
け
つ
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
な
ど
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
農
場
に
お
け
る

農
業
実
習
で
は
稲
作
実
習
を
担

当
し
、
学
生
の
実
践
教
育
に
も

ご
尽
力
さ
れ
、
25
年
４
月
か
ら

は
、
日
本
農
業
教
育
学
会
評
議

員
も
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
静

岡
県
出
身
。

岡
島　

秀
治　

教
授

昭
和
53
年
農
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
。
62
年
農
学
科
助

手
に
着
任
。
講
師
、
助
教
授
を

経
て
平
成
12
年
に
同
学
科
教

授
。
専
門
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
目
昆

虫
の
総
合
的
研
究
な
ら
び
に
天

敵
昆
虫
学
で
、
特
に
そ
の
分
類

学
に
お
い
て
は
国
内
の
第
一
人

者
と
し
て
、
多
大
な
成
果
を
残

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
数
の

図
鑑
類
や
啓
発
書
の
執
筆
・
監

修
に
も
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
昆

虫
学
の
普
及
に
大
い
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

学
内
に
お
い
て
は
、
研
究

室
の
運
営
や
学
生
指
導
に
力
を

注
い
で
こ
ら
れ
、
多
く
の
研
究

者
や
教
育
者
、
後
継
者
を
輩
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
傍
ら
、
農

学
科
長
、
農
学
部
長
、
評
議
員
、

第
一
高
等
学
校
・
中
等
部
校
長
、

法
人
理
事
等
々
の
要
職
を
、
学

外
に
お
い
て
は
、
英
国
王
立
昆

虫
学
会
編
集
顧
問
、
日
本
昆
虫

学
会
関
東
支
部
幹
事
、評
議
員
、

副
会
長
等
々
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
執
筆
活
動
等
を

通
じ
て
、
昆
虫
学
の
普
及
・
啓

蒙
に
力
を
注
が
れ
ま
す
。

鈴
木　

敏
郎　

教
授

昭
和
50
年
農
学
部
畜
産
学

科
卒
業
。
55
年
大
学
院
農
芸
化

学
専
攻
博
士
課
程
修
了
（
農
学

博
士
）。
同
年
畜
産
学
科
副
手
。

56
年
か
ら
２
年
間
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
連
邦
科
学
産
業
研
究
機
構

（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
食
肉
研
究
所

へ
留
学
。
帰
国
後
、
総
合
農
産

加
工
実
習
所
（
現
・
食
品
加
工

技
術
セ
ン
タ
ー
）
副
手
、助
手
、

講
師
、
助
教
授
を
経
て
、
平

成
15
年
教
授
。
19
年
に
畜
産
学

科
へ
所
属
変
更
。
食
品
加
工
技

術
セ
ン
タ
ー
長
、
学
科
長
、
富

士
農
場
長
、
農
学
部
長
、
評
議

員
、
理
事
を
歴
任
、
本
学
の
運

営
、
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
な

さ
れ
ま
し
た
。
学
外
で
は
国
際

的
な
食
品
関
連
学
会
で
あ
る
Ｉ

Ｆ
Ｔ
の
ジ
ャ
パ
ン
セ
ク
シ
ョ
ン

定
年
を
迎
え
た
先
生

会
長
の
他
、
食
品
分
野
の
多
く

の
学
会
に
お
い
て
要
職
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
研
究
面
で
は
食

品
加
工
へ
の
高
圧
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
わ
が
国
で
最
初
に
着
手

さ
れ
、
こ
の
分
野
の
先
駆
者
と

し
て
多
く
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、本
学
の「
実

学
主
義
」
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
数
多
く
の
企
業
と
の
共
同

研
究
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大

変
に
気
さ
く
な
人
柄
か
ら
、
学

生
た
ち
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

岡
田　
早
苗　

教
授

昭
和
49
年
東
京
農
業
大
学

農
学
部
農
芸
化
学
科
卒
業
。
54

年
大
学
院
農
芸
化
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
。
農
学
博
士
。
そ
の

後
、
東
京
農
業
大
学
農
学
部
に

奉
職
し
、
副
手
、
講
師
、
助

教
授
を
経
て
、
平
成
９
年
よ
り

教
授
。
菌
株
保
存
室
お
よ
び
生

物
応
用
化
学
科
微
生
物
学
研
究

室
（
旧
応
用
微
生
物
学
研
究

室
）
の
教
員
と
し
て
そ
の
運
営

と
学
生
指
導
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。研
究
活
動
に
お
い
て
は
、

主
に
植
物
質
の
発
酵
食
品
や
環

境
中
か
ら
の
乳
酸
菌
株
の
分
離

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
、
乳
酸

菌
に
特
化
し
た
独
自
の
分
離
技

術
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
本
学
菌
株
保
存
室
に
は

５
０
０
０
株
を
超
え
る
乳
酸
菌

株
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
12
年
に
は
日
本
生
物
工
学
会

技
術
賞
、
21
年
に
は
日
本
微
生

物
資
源
学
会
の
学
会
賞
を
受
賞

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
柔
和
な
お

人
柄
で
学
生
に
慕
わ
れ
る
一

方
、
在
職
期
間
を
通
じ
て
熱
心

な
研
究
者
で
あ
り
続
け
、
学
生

や
同
僚
研
究
者
に
対
し
て
ご
自

身
の
研
究
に
つ
い
て
熱
弁
さ
れ

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

小
泉　

幸
道　

教
授

昭
和
48
年
農
学
部
醸
造
学

科
卒
業
。
同
年
農
学
部
醸
造
学

科
副
手
に
就
任
。
助
手
、
講
師

を
経
て
平
成
４
年
に
博
士
（
農

芸
化
学
）
の
学
位
を
取
得
し
、

応
用
生
物
科
学
部
生
物
応
用
化
学
科
（
任
期
制
） 

五
十
君
靜
信

▼
教
授
昇
格

農
学
部
畜
産
学
科 

信
岡　

誠
治

応
用
生
物
科
学
部
食
品
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー 

野
口　

智
弘

応
用
生
物
科
学
部
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科 

小
川　

英
彦

応
用
生
物
科
学
部
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科 

尾
畑
や
よ
い

応
用
生
物
科
学
部
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科 

太
治　

輝
昭

地
域
環
境
科
学
部
造
園
科
学
科 

亀
山　

慶
晃

地
域
環
境
科
学
部
生
産
環
境
工
学
科 

岡
澤　
　

宏

国
際
食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経
済
学
科 

上
岡　

美
保

国
際
食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経
済
学
科 

吉
野　

馨
子

生
物
産
業
学
部
生
物
生
産
学
科 

伊
藤　

博
武

生
物
産
業
学
部
ア
ク
ア
バ
イ
オ
学
科 

西
野　

康
人

▼
補
職

大
学
院
農
学
研
究
科
委
員
長 

教
授
・
志
和
地
弘
信

大
学
院
生
物
産
業
学
研
究
科
委
員
長 

教
授
・
塩
本　

明
弘

農
学
部
長
、
農
学
研
究
所
長 

教
授
・
小
川　
　

博

応
用
生
物
科
学
部
長
、

応
用
生
物
科
学
研
究
所
長 

教
授
・
上
原
万
里
子

地
域
環
境
科
学
部
長
、

地
域
環
境
研
究
所
長 

教
授
・
矢
口　

行
雄

国
際
食
料
情
報
学
部
長
、

国
際
食
料
情
報
研
究
所
長 

教
授
・
友
田　

清
彦

生
物
産
業
学
部
長
、

生
物
資
源
開
発
研
究
所
長 

教
授
・
黒
瀧　

秀
久

短
期
大
学
部
長
、

生
活
科
学
研
究
所
長 

教
授
・
安
藤　

達
彦

▼
補
職
・
兼
任
・
所
属
変
更

兼
・
東
京
農
業
大
学
第
三
高
等
学
校

事
務
部
長
事
務
取
扱 

古
谷　

勇
治

学
長
室
（
東
京
農
業
大
学
教
育
後
援
会
出
向
） 

荒
井　

英
行

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
長
・

学
部
長
事
務
室
長
事
務
取
扱 

松
丸　

禎
二

▼
所
属
変
更

農
学
部
バ
イ
オ
セ
ラ
ピ
ー
学
科
教
授 

小
池
安
比
古

応
用
生
物
科
学
部
栄
養
科
学
科
教
授 

古
庄　
　

律

▼
定
年
退
職

農
学
部
農
学
科
教
授 

名
越　

時
秀

農
学
部
農
学
科
教
授 

岡
島　

秀
治

農
学
部
畜
産
学
科
教
授 

鈴
木　

敏
郎

応
用
生
物
科
学
部
生
物
応
用
化
学
科
教
授 

岡
田　

早
苗

応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学
科
教
授 

小
泉　

幸
道

地
域
環
境
科
学
部
造
園
科
学
科
教
授 

小
林　
　

章

国
際
食
料
情
報
学
部

国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
教
授 

鈴
木　

充
夫

短
期
大
学
部
栄
養
学
科
教
授 

君
羅　
　

満

や
造
園
施
工
管
理
技
士
試
験
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
「
造
園
施
工
管

理
技
術
編
」、「
自
然
公
園
等
施

設
技
術
指
針
」
等
の
改
訂
や
検

討
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
造
園
施
設
と
た
て

も
の
」「
石
と
造
園
１
０
０
話
」

等
の
出
版
物
に
よ
り
、
造
園
建

設
技
術
の
重
要
性
を
啓
発
さ
れ

続
け
て
い
ま
す
。東
京
都
出
身
。

君
羅　

満　

教
授

助
教
授
を
経
て
９
年
に
教
授
に

昇
格
。
そ
の
後
、
学
内
に
お
い

て
は
、
学
生
部
長
、
応
用
生
物

科
学
部
長
、「
食
と
農
」
の
博

物
館
館
長
、
副
学
長
を
歴
任
さ

れ
、
ま
た
長
年
全
学
応
援
団
顧

問
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
部
長
も
務

め
ら
れ
て
、
本
学
の
発
展
に
大

変
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
学
外

に
お
い
て
は
、
日
本
食
品
微
生

物
学
会
、
日
本
食
品
科
学
工
学

会
、
日
本
醸
造
学
会
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
関
連
団
体
に
お

い
て
要
職
を
務
め
ら
れ
、醸
造
・

食
品
分
野
で
幅
広
く
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
62
年
に
は
日
本
缶
詰

協
会
逸
見
賞
、
平
成
14
年
・
21

年
に
は
日
本
農
芸
化
学
会
Ｂ
Ｂ

Ｂ
論
文
賞
、
26
年
に
は
北
海
道

地
方
発
明
表
彰
発
明
協
会
会
長

奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。
豪
快
な
中
に
も
繊
細
な
心

遣
い
を
見
せ
る
お
人
柄
に
、
多

く
の
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

小
林　

章　

教
授

昭
和
49
年
農
学
部
造
園
学

科
卒
業
。
東
京
都
港
湾
局
臨
海

開
発
部
に
勤
務
後
、
52
年
造
園

学
科
助
手
着
任
。
専
任
講
師
、

助
教
授
を
経
て
、
平
成
14
年
に

造
園
科
学
科
教
授
就
任
。
学
科

長
、
専
攻
主
任
を
務
め
ら
れ
た

後
、
20
年
か
ら
の
１
年
間
は
短

期
大
学
部
環
境
緑
地
学
科
長
も

兼
任
さ
れ
ま
し
た
。

学
外
で
は
、
日
本
造
園
学
会

造
園
技
術
報
告
集
編
集
委
員
会

委
員
長
、
文
部
科
学
省
著
作
教

科
書
高
等
学
校
用
教
科
書
「
造

園
技
術
」
編
集
・
審
査
協
力
者
、

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
中
央

技
能
検
定
委
員
、
日
本
公
園
緑

地
協
会
委
員
、
自
然
環
境
共
生

技
術
協
会
委
員
、
日
本
公
園
施

設
業
協
会
審
査
委
員
会
委
員
等

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
間
、

「
都
市
公
園
技
術
標
準
解
説
書
」

昭
和
51
年
農
学
部
栄
養
学

科
を
卒
業
。
保
健
所
勤
務
を
経

て
53
年
に
農
学
部
栄
養
学
科
副

手
、
助
手
、
講
師
を
経
て
平
成

15
年
に
博
士
（
栄
養
学
）
の
学

位
を
取
得
。
平
成
19
年
短
期
大

学
部
栄
養
学
科
准
教
授
、
平
成

25
年
同
教
授
。
専
門
は
、
給
食

管
理
、
公
衆
栄
養
学
で
栄
養
士

養
成
課
程
の
実
践
的
専
門
領
域

に
お
い
て
研
究
・
教
育
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

学
外
で
は
、
東
京
都
栄
養

士
会
、
日
本
栄
養
士
会
で
の
役

員
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
59
年
に

日
本
栄
養
改
善
学
会
賞
、
平
成

元
年
に
は
同
学
会
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

給
食
経
営
管
理
学
会
の
設
立
当

初
よ
り
事
務
局
を
担
当
さ
れ
、

現
在
も
学
会
の
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
学
位
記
授
与

式
が
３
月
20
日
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
桜
丘
ア
リ
ー
ナ
で
開
か

れ
た
。
大
学
院
農
学
研
究
科
・

応
用
生
物
科
学
部
・
地
域
環
境

平
成
28
年
度
入
学
式
が
桜

咲
く
４
月
２
日
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
桜
丘
ア
リ
ー
ナ
で
、
大

学
院
農
学
研
究
科
・
農
学
部
・

応
用
生
物
科
学
部
・
地
域
環
境

科
学
部
・
国
際
食
料
情
報
学
部

並
び
に
短
期
大
学
部
の
合
同
で

行
っ
た
。

式
典
に
は
、

海
外
協
定
校
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
連

邦
共
和
国
イ
エ

ジ
ン
農
科
大
学

の
ミ
ョ
・
カ
イ

ウ
ェ
学
長
ら
が

出
席
さ
れ
、
祝

辞
を
述
べ
た
。

科
学
部
・
国
際
食
料
情
報
学
部
・

短
期
大
学
部
の
合
同
で
行
っ

た
。
多
数
の
父
母
や
後
輩
た
ち

が
訪
れ
、
卒
業
生
た
ち
の
門
出

を
祝
っ
た
。

式
で
は
学
位
記
授
与
に
続

き
、
成
績
優
秀
特
別
賞
、
卒
業

論
文
優
秀
賞
な
ど
優
れ
た
成
績

を
収
め
た
学
生
ら
の
表
彰
が
あ

り
、
代
表
者
に
賞
状
お
よ
び
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。
髙
野
学
長

は
「
本
学
で
し
か
学
べ
な
い
価

値
あ
る
教
育
を
『
実
学
主
義
』

で
学
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
実
社
会

に
お
い
て『
東
京
農
大
の
卒
業
』

と
い
う『
自
信
と
誇
り
』を
も
っ

髙
野
学
長
か
ら
「
本
日
皆
さ
ん

は
、
大
学
と
い
う
『
未
来
へ
の

扉
』
の
前
に
立
ち
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
卒
業
ま
で
の
間
、
大
い

に『
実
学
主
義
』を
実
践
し
、『
未

来
の
扉
』
を
開
け
る
よ
う
努
め

て
く
だ
さ
い
」
と
の
式
辞
を
受

け
、
農
学
部
の
松
尾
穂
乃
香
さ

ん
が
新
入
生
を
代
表
し
て
、
抱

負
を
述
べ
た
。

ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
４
月
４
日
、
大
学

院
生
物
産
業
学
研
究
科
・
生
物

産
業
学
部
の
入
学
式
を
行
っ

た
。
本
年
度
の
入
学
生
は
３

キ
ャ
ン
パ
ス
合
計
３
４
５
４
人

だ
っ
た
。

て
活
躍
し
、
東
京
農
大
を
世
に

知
ら
し
め
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
た
。
卒
業
生
を
代
表
し
て
村

本
千
香
さ
ん
が
「
卒
業
し
た
の

ち
も
東
京
農
業
大
学
で
学
ん
だ

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
未
来
に

突
き
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

翌
日
の
３
月
21
日
に
は
厚

木
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
で
大
学

院
農
学
研
究
科
・
農
学
部
、
３

月
17
日
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
で
大
学
院
生
物
産
業
学

研
究
科
・
生
物
産
業
学
部
の
学

位
記
授
与
式
が
そ
れ
ぞ
れ
挙
行

さ
れ
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
合
計
３

３
５
６
人
の
卒
業
生
た
ち
が
友

人
、
恩
師
と
の
思
い
出
や
将
来

へ
の
希
望
を
胸
に
巣
立
っ
た
。

農
大
誇
り
胸
に
巣
立つ

オホーツクキャンパスの卒業式

世田谷キャンパスの入学式

未来への
扉開けよう

入学式 卒
業
式
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
ボ
ゴ
ー
ル

農
科
大
学
で
平
成
27
年
11
月
20

日
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ａ
（
東
南
ア

ジ
ア
農
学
系
大
学
院
学
術
研
究

地
域
セ
ン
タ
ー
）
と
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
農
業
開
発
研

究
欧
州
連
合
）
の
学
術
協
力
協

定
書
の
調
印
式
を
行
っ
た
。
同

協
定
は
、
東
南
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
農
学
系
大
学
連
合
体

が
共
同
事
業
と
し
て
、
高
等
教

育
に
お
け
る
人
材
育
成
を
発
展

的
に
行
う
計
画
を
行
う
に
当

た
っ
て
の
合
意
を
取
り
交
わ
し

た
も
の
。

本
学
か
ら
は
夏
秋
啓
子
副

学
長
ら
が
出
席
、
今
後
、
本
学

は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
協
定
校

と
の
教
育
研
究
交
流
の
延
長
と

し
て
、
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ

Ａ
と
も
連
携
す
る
可
能
性
が
広

が
っ
た
。

受賞名 受賞者名 受賞内容等
第7回日本醸造学会若手の会ベストポスター賞受賞 田中純平さん（院醸修1年） 「酵母におけるTTC染色に関与する遺伝子の特定」が評価

第5回関東森林学会大会学生論文優秀賞受賞 上月涼平さん（院林修2年） 「国外におけるヒノキ材利用の可能性－フィリピン共和国でのアンケート調査を事例
に－（関東森林研究第66巻2号199-202、2015年7月） 」が評価

第23回日本胎盤学会大会学会賞受賞 妹尾琴実さん（農畜4年） 「AGEおよびHMGB1はヒト絨毛細胞株（Sw71）において炎症反応を惹起する」
が評価

平成27年度日本造園学会関東支部大会各賞受賞

【最優秀研究発表賞（口頭発表部門）】
長島有汰（H27卒・現研究生）・國井洋一（准教授）
【奨励賞（ポスター発表部門）】
澤口 侑（4年）・國井洋一（准教授）
【特別賞（口頭発表部門）】
松本圭代（H27院卒）・金子忠一（教授）

「日本庭園における石造物の写真測量による調査に関する研究」が評価

「広島被爆樹木の３Ｄレーザ測量による形状把握」が評価

「保育施設としての遊具と園児の活動動作との関連に関する研究」が評価

第45回日本レジャー・レクリエーション学会大会会長
賞受賞 新里利恵子さん（短2年） 「地理空間情報及び文献資料からみるケラマジカの社会環境史」が評価

日本国際地域開発学会若手優秀論文賞受賞 飯森文平助教（開） 「サモア村落社会における生活維持基盤の構築過程－儀礼の実践から－」が評価

第20回日本フードファクター学会（第6回国際フード
ファクター学会）各賞受賞

藤井駿吾さん（院食博3年）と高木智弘さん（院食博
2年）

（日本フードファクター学会）
「A combination of soy isoflavones and cellooligosaccharides 
improves equol production and bone fragility in ovariectomized 
mice」が評価
（日本フードファクター学会）
（国際フードファクター学会）
「Isothiocyanates suppress osteoclastogenesis by inhibiting not only 
NFATc1, the master regulator of osteoclast differentiation, but also 
DC-STAMP, a cell-cell fusion molecule」が評価

平成27年度日本水産学会北海道支部会最優秀学生
講演賞受賞 高田彩さん（院アクア修1年） 「カワヤツメの寄生条件は限定される」が評価

The 31st International Symposium on 
Okhotsk Sea & Sea Ice 青田昌秋賞受賞

高田彩さん（院アクア修1年）、松原創准教授（アク
ア）

「CLAR IF ICAT ION OF  JAPANESE  LAMPREY PARAS IT IC 
MECHANISMS」が評価

ヒトと動物の関係学会第22回学術大会奨励賞受賞 永澤巧さん（セラピー4年）及び内山秀彦准教授（セラ
ピー）

「ネコの気質的、行動的特性が及ぼす人への影響―ネコとの相互関係場面における
人の前頭葉脳血流動態の測定」が評価

第23回日本健康体力栄養学会大会 優秀賞受賞 秋山聡子助教（栄養） 「中高年女性における食品群別摂取量からみる食事と血糖値の関連性」が評価

（公社）日本食品科学工学会平成28年度関東支部大
会各賞受賞

丸山慶輔さん（院化修2年）と江崎正信さん（院化修
2年）

【最優秀賞】
「発酵小麦デンプンのゲル特性について」が評価
【優秀賞】
「ラジカルおよびアニオン化合物におけるアントシアニンの退色反応」が評価

第46回丹羽賞（学術賞）受賞 古川力教授（畜産） 平成28年3月17日、18日に行われた第104回日本養豚学会大会
日本畜産学会奨励賞受賞 石毛太一郎 学術研究員（生物資源ゲノム解析センター）「ニホンウズラの抗菌ペプチドに関する分子免疫学的研究」が評価
第56回日本木材学会学会賞受賞 江口文陽教授（森林） 「食用・薬用きのこの生産技術の開発と薬理機能への応用」が評価

（平成27年10月～平成28年3月末までの公表分を掲載） 　
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企業等との包括連携協定一覧
（平成27年10月～平成28年1月､連携協定の詳細は大学ＨＰを参照）

●10月16日

●12月11日

●  1月  8日

日本および世界の米穀事業の発展への貢献
を目指す
東京農業大学は、木徳神糧株式会社（東京
都江戸川区・社長：平山惇）と包括連携協定を
締結した。

世界の農業および関連産業の活性化に貢献
東京農業大学は、株式会社ウェザーニューズ
（千葉県千葉市・社長：草開千仁）と包括連
携協定を締結した。

産学官の連携で相互の発展と地域経済の
一層の活性化、自立的発展
生物産業学部は、北見信用金庫及び遠軽信
用金庫と包括連携協定を締結した。 SEARCA会員大学一同（総会開催会場のボゴール農科大学）

�®�f�˜�ö�G�µ�Ù�”�À�±�Ù�”�Ä�7�Ú��̄•�‡�”
～東京農大スポーツ振興へ支援をお願いします～
　東京農大スポーツを強化するために、「東京農大スポーツサ
ポート募金」が開始されました。スポーツで人材を育成、輩出する
には、施設費、運営費、遠征費など多くの費用を必要としていま
す。スポーツ分野での農大生の活躍は感動を与え、卒業生と大
学の絆を強固なものにします。母校では、スポーツ活動について
も教育・人材育成の重要な活動と位置付けおり、東京農大のス
ポーツを盛り上げていけるよう支援・協力をお願いいたします。
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募金課

運動部

農学系大学連合体が共同で
高等教育の人材育成協定
東南アジアと欧州系大学と本学
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�® 農 の彩り �¯ 楽しむ収穫祭�® 農の彩り �¯ 楽しむ収穫祭
　

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

第
１
２
４
回
収
穫
祭
は
、

平
成
27
年
10
月
29
日
に
豊
受

大
神
宮
奉
献
式
と
開
会
式
、

前
夜
祭
、
10
月
30
日
か
ら
11

月
１
日
に
本
祭
、
雨
天
の
た

め
11
月
３
日
に
体
育
祭
が
開

か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
広
げ

よ
う
、
農
の
彩
り
」。
農
大

生
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
本
祭
の
来
場
者
は
９
万

人
超
と
な
っ
た
。

模
擬
店
部
門
で
は
毎
年

大
き
な
人
気
を
誇
る
は
ち
み

つ
販
売
や
み
そ
販
売
は
も
ち

ろ
ん
、
軽
食
を
提
供
す
る
模

擬
店
、
農
作
物
や
加
工
品
の

即
売
店
も
出
店
さ
れ
た
。
ま

た
１
号
館
で
は
各
研
究
室
・

部
・
同
好
会
に
よ
る
研
究
内

容
・
活
動
内
容
の
発
表
の
場

で
あ
る
文
化
学
術
展
も
行
わ

れ
た
。こ
の
他
、桜
丘
ア
リ
ー

ナ
で
の
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

企
画
、
動
物
と
触
れ
合
う
こ

と
の
で
き
る
ふ
れ
あ
い
牧

場
、
各
入
構
門
の
装
飾
な
ど

が
あ
り
、
幅
広
い
年
齢
層
の

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
（
農

学
部
）
の
第
16
回
収
穫
祭
が

平
成
27
年
11
月
１
、
２
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ

た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
２

日
間
で
合
計
１
万
８
１
９
３

人
が
来
場
し
た
。
厚
木
市
近

隣
住
民
を
は
じ
め
神
奈
川
県

全
域
、
県
外
か
ら
も
多
数
訪

れ
、
例
年
以
上
の
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
た
。

模
擬
店
に
は
約
60
団
体

が
出
店
し
た
が
、
出
店
時
間

内
に
売
り
切
れ
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
店
が

多
か
っ
た
。

文
化
学
術
展

で
は
各
研
究

室
が
農
学
部

の
特
色
を
生

か
し
た
展
示

を
し
、
年
配

か
ら
小
さ
な

子
ど
も
も
真

剣
に
見
入
っ

て
い
た
。
本

年
度
は
バ
ス

ロ
ー
タ
リ
ー

下
の
畑
で
、

模
擬
店
に
も
人
だ
か
り

来
場
者
が
ぐ
ん
と
多
く

新
学
生
会
館
お
披
露
目

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
の
第
27
回
収
穫
祭
が
、
平

成
27
年
10
月
10
〜
12
日
の
３

日
間
開
か
れ
た
。
本
年
度
か

ら
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域

に
密
着
し
た
収
穫
祭
と
す
る

た
め「
オ
ホ
ー
ツ
ク
収
穫
祭
」

と
改
称
し
た
。
統
一
テ
ー
マ

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
う
学

生
や
教
職
員
、
そ
し
て
地
域

の
人
た
ち
が
参
加
し
、
鮮
や

か
で
彩
り
の
あ
る
お
祭
り
と

な
る
こ
と
を
願
い
「
彩
（
い

ろ
ど
り
）」
と
し
た
。
こ
こ

数
年
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
の
収
穫
祭
は
、
天
候
に
恵

ま
れ
な
い
日
が
あ
っ
た
が
、

今
年
度
は
、天
候
に
恵
ま
れ
、

校
友
を
は
じ
め
多
く
の
方
が

来
場
。
来
場
者
数
は
昨
年
度

に
比
べ
２
０
０
０
人
ほ
ど
多

い
、
７
０
０
０
人
強
と
な
っ

た
。文

化
学
術
展
に
は
学
内

外
を
合
わ
せ
て
29
団
体
が
参

加
し
、
出
展
団
体
の
日
頃
の

活
動
成
果
を
地
域
の
人
た
ち

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
ま

た
、
全
学
応
援
団
に
よ
る

リ
ー
ダ
ー
公
開
や
サ
ケ
の
つ

か
み
捕
り
な
ど
の
企
画
や
模

擬
店
な
ど
も
あ
り
、
東
京
農

大
生
の
元
気
印
を
今
年
も
市

来
場
者
が
あ
っ
た
。
体
育
祭

で
は
各
学
科
対
抗
に
よ
る
競

技
が
盛
り
上
が
っ
た
。

情
報
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
紹

介
さ
れ
、
多
く
の
人
に
知
ら

れ
る
機
会
と
な
っ
た
。
28
年

度
は
農
大
節
目
の
年
で
も
あ

り
、「
東
京
農
業
大
学
創
立

１
２
５
周
年
記
念
農
友
会
収

穫
祭
」
と
称
し
、
開
催
す
る

予
定
だ
。

ダ
イ
コ
ン
1

万
本
で
来
場

者
を
迎
え
る

収
穫
体
験
企

画
が
あ
り
、

多
く
の
来
場

者
が
参
加
し

た
。
本
年
度

の
目
玉
は
新

学
生
会
館
の

披
露
。
新
し

い
企
画
と
し

て
学
科
統
一

本
部
が
作
成
し
た
み
こ
し
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
注
目
を

集
め
た
。

農
学
部
特
有
の
手
作
り

の
収
穫
祭
は
本
年
度
も
多
く

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

本
学
学
生
の
自
発
性
と
熱
意

が
、
収
穫
祭
を
通
し
て
地
域

と
の
連
携
・
社
会
貢
献
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
再
認

識
さ
れ
た
。

第
17
回
収
穫
祭
も
全
国

校
友
の
皆
さ
ま
の
来
場
を

願
っ
て
い
る
。

民
の
方
々
に
お
届
け
で
き

た
。閉

会
式
後
に
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
の
隠
れ
名

物
企
画
で
あ
る
打
ち
上
げ
花

火
が
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
昨
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
体
育
祭
は
、
残
念
な

が
ら
雨
の
た
め
に
中
止
と

な
っ
た
が
、
創
立
１
２
５
年

の
節
目
で
あ
る
平
成
28
年
度

は
、「
さ
ら
に
進
化
す
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
収
穫
際
」
を
目
標

に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

家畜苑「動物ふれあいコーナー」

ダ
イ
コ
ン
１
万
本
の
畑
で
収
穫
体
験

体
育
祭
で
行
わ
れ
た
応
援
合
戦

文
化
学
術
展
で
の
研
究
室
に

よ
る
発
表

にぎわった模擬店

オホーツク収穫祭ならではの動物
生産管理学研究室によるエゾシ
カ肉を振る舞う模擬店

YOSAKOIソーラン同好会「農天揆」
の演舞の様子

恒例となっているサケのつかみ捕りの様子

北海道自然探索部による北海道の生
き物にフォーカスを当てた展示の様子

葉
県
茂
原
市
に
産
声
を
上

げ
た
の
は
、
昭
和
22
年
の

こ
と
。
終
戦
後
、
荒
廃
し

た
国
土
に
一
刻
も
早
く
豊

か
な
緑
を
復
元
す
る
た

め
、
ま
た
社
会
復
興
に
必

要
な
木
材
資
源
の
安
定
供

給
の
た
め
に
、
そ
の
教

育
・
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
創
設
70
周
年
を
迎
え

る
今
年
、
国
土
の
７
割
を

森
林
総
合
科
学
科
創
設
70

周
年
記
念

「
日
本
の
森
林
―
人
と
森

林
と
の
関
わ
り
―

■
期
間

　

平
成
28
年
３
月
30
日
㈬

〜
５
月
25
日
㈬

■
趣
旨

　

森
林
総
合
科
学
科
の
前

身
と
な
る
旧
林
業
科
が
千

「
食
と
農
」
の
博
物
館
は
、
昨
年
度
下
半
期
に
特
別
展

と
し
て
「
女
わ
ざ
と
自
然
と
の
か
か
わ
り
―
農
を
支
え

た
東
北
の
布
た
ち
―
」
を
催
し
た
。
１
階
展
示
室
を
埋

め
尽
く
し
た
の
は
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
農
村

生
活
を
支
え
て
き
た
女
性
た
ち
の
手
わ
ざ
に
よ
っ
て
連

綿
と
紡
ぎ
織
ら
れ
て
き
た
衣
服
類
で
あ
る
が
、
東
京
農

大
の
収
蔵
品
の
中
か
ら
も
農
作
業
着
を
中
心
に
、
糸
車

や
糸
枠
な
ど
貴
重
な
資
料
を
お
披
露
目
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
本
展
は
特
に
口
伝
え
で
の
反
響
が
大
き
く
、
北

海
道
や
九
州
か
ら
の
来
館
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
３
月
に
は
展
示
記
念
出
版
と
し
て
『
農

の
暮
ら
し
に
生
き
た
女
わ
ざ
』
を
発
刊
（
東
京
農
大
出

版
会
）。
表
紙
は
「
か
ま
ば
た
お
り
」
と
い
う
、
ぼ
ろ
布

を
再
生
し
て
織
っ
た
生
地
の
意
匠
。
布
目
の
し
ま
模
様

が
マ
ッ
ト
紙

に
映
え
て
美

し
い
。
絵
本

の
ペ
ー
ジ
を

繰
る
よ
う
に
、

布
を
取
り
巻

く
東
北
の
民

俗
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き

る
本
で
あ
る
。

ぜ
ひ
お
手
に

取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

森
林
が
占
め
る
わ
が
国
の

人
と
森
林
が
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
き
た
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
か
ら
多
角
的

に
振
り
返
る
。

■
講
演
会

「
熱
帯
林
に
お
け
る
生
物

多
様
性
と
共
生
」

講
師
／
阿
部
雄
介
（
写
真

家
・
農
学
部
卒
）

司
会
／
江
口
文
陽
（
森
林

総
合
科
学
科
教
授
、「
食

と
農
」
の
博
物
館
館
長
）

東
京
農
業
大
学
創
立
１
２

５
周
年
記
念
特
別
展
／

ピ
ー
タ
ー
・
メ
ン
ツ
ェ
ル

写
真
展
「
し
あ
わ
せ
の
も

の
さ
し
」

■
期
間

　

平
成
28
年
６
月
１
日
㈬

〜
９
月
25
日
㈰

■
趣
旨

　
『
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
』
や
『
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
』
な
ど
、科
学
・

環
境
分
野
で
国
際
的
に
活

躍
中
の
報
道
写
真
家
メ
ン

ツ
ェ
ル
氏
は
、
世
界
各
国

を
回
り
そ
の
平
均
的
な
家

庭
、
ご
く
普
通
の
人
々
の

暮
ら
し
を
取
材
し
て
き

た
。
被
写
体
と
な
っ
た
家

族
は
、
家
中
全
て
の
物
、

一
週
間
分
の
食
材
な
ど
と

と
も
に
フ
レ
ー
ム
に
収
ま

る
。
そ
こ
か
ら
は
、環
境
・

食
・
人
権
・
貧
困
・
健
康

な
ど
、
世
界
が
抱
え
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の

毎
日
の
「
食
と
農
」
を
見

直
し
、
幸
せ
な
生
活
と
は

何
な
の
か
考
え
る
写
真
展

で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
中
。
詳
細
は
博
物
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 

企
画
展
示

「女わざと自然とのかかわり」展示室
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私のゼミではバイオミミクリー（生体模倣技術）や生物機能開発を行って
いるが、社会に発信する活動の一環としてソーシャルデザイン、地域創生活
動も学生らと行う。その一つが「ニューシルクロードプロジェクト」の立ち上
げだ。これは、養蚕、製糸だけでなく、ファブリックに参加できなかった廃
棄繭などからシルクタンパク質を取り出し機能性の高い化粧品やサプリメン
トを、さなぎからは新薬開発、廃棄シルク製品からはプラスチック化の推進
を図っている。さらには蚕の餌でしかなかった桑葉の機能性を明らかにし、
新しい側面から人への利用、同様に実や枝の利用などをもデザインする第
二次養蚕業の提案だ。


H�„	s�w�Á�Õ���¥�z
��»�Â�‰�p	*�å�F�‹�t�Å
“

きもの加工で日本一の企業「きものブレイン」（新潟県十日町市）と無菌
環境で蚕を育て、繭を生産する事業を開始した。京都工芸繊維大の松原名
誉教授、経済産業省らと協力し今年は年間10㌧の出荷を目指す。理論上は
毎日養蚕することも可能だ。

���w�?�t�‘�”�•�¬
Ñ
\

日本はかつて扶桑（ふそう）の国と言われた。蚕の餌でもある桑がユニー
クな点で近年注目されている。害虫が付かず無農薬で簡単に栽培可能な
だけでなく、二酸化炭素（CO2）吸収能力も高
い。しかも葉は血糖値を上げない成分デオキ
シノジリマイシンの他、Ca、Feなどを非常に豊
富に含み、ノンカフェインで品種や製法によっ
ては極めておいしい食品素材となる。
山梨県南アルプス市は40年ほど前までは

養蚕が盛んだったが養蚕業の衰退とともにブ
ドウ栽培へとシフトした地域だ。しかし、3年
前の「南アルプスシルクファーム」（現在は農
業生産法人化、代表：金丸隼人氏）設立に伴い桑の栽培が復活し、われわ
れがブランド化した「＋KUWA」（プラスクワ）を使って「南アルプスのさく

さく飴（あめ）」を商品化し注目されている。
「校友会熊本県支部」の阿曽田清氏（工学

44年卒）、河口俊克氏（経済46年卒）ら農
大OB7人は平成24年に「熊本常盤松シルク
ファーム」を立ち上げた。現在、菊池市と宇城
市で1000本近い桑を有機JASの畑で栽培
し、成分の安定した桑パウダーを作成してい
る。この地域の「＋KUWA」は江戸時代創業
の老舗和菓子店「たねや」（滋賀県近江八幡

市）に提供され、新たな機能性和菓子として市場展開している。
福島県矢吹町（農学部と地域連携協定）で

は復興の一環も兼ねて、野崎吉郎氏（農学53
年卒、矢吹町町長）ら地元町民約15人と震災
後休耕していた土地を5年ぶりに桑畑として
復活させた。桑葉加工品を地域の特産品にプ
ラスした新しいものづくりを計画している。
学生に卒論研究以外にもこうした研究のア

ウトプット活動を勧めるのは、即戦力になる人材を育てる実学的教育観点
が重要だ。学生にとっては就職の選択肢がぐっと広がるという。
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「南アルプスシルクファーム」で
の桑植えに参加する本ゼミ学生
ら（左）と、「＋KUWA」を用いた
「南アルプスのさくさく飴」（右上）

「熊本常盤松シルクファーム」の桑
畑で桑の状態を確認する阿曽田清氏
（左）と「＋KUWA 」を用いた近江八幡
「たねや」の和菓子（右上）。左から、た
ねや饅頭桑の葉、たねや葛湯桑の葉、
たねやあんみつ桑の葉（季節限定）

「矢吹町シルクファーム」での桑
植えの様子。左から、野崎吉郎
氏、長島、矢吹町町民の皆さん

東
京
農
業
大
学
東
日
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
震
災
発
生
直
後

に
学
内
で
自
然
発
生
的
に
沸
き

上
が
っ
た
被
災
地
支
援
に
対
す

る
声
を
受
け
、
大

学
と
し
て
迅
速
に

立
ち
上
げ
た
も
の

だ
。
平
成
23
年

５
月
１
日
に
は
当

時
の
大
澤
貫
寿
学

長
（
現
理
事
長
）

自
ら
が
陣
頭
指
揮

し
、
福
島
県
相

馬
市
で
支
援
活
動

を
開
始
し
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
は
当
初
か
ら
国
際
バ
イ
オ

ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
門
間
敏
幸
教

授
（
現
名
誉
教
授
）
が
務
め
、

応
用
生
物
化
学
科
の
後
藤
逸
男

教
授
（
現
名
誉
教
授
）、
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
林
隆
久

教
授
ら
を
中
心
に
、
被
災
地
の

要
望
に
添
っ
た
実
学
研
究
を
進

め
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
、
被

災
地
で
非
常
に
高
い
評
価
が
あ

り
、
研
究
成
果
に
よ
る
学
術
的

な
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
業

再
開
の
意
欲
向
上
と
い
う
農
家

の
精
神
的
な
支
え
に
も
な
っ
て

き
た
。

昨
年
３
月
に
は
門
間
、
後

藤
両
教
授
が
定
年
退
職
。
ま

た
、
被
災
地
で
は
か
な
り
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
て
お
り
復
興

も
短
期
的
な
も
の
か
ら
中
長
期

的
対
応
へ
と
移
行
す
べ
き
時
期

と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
５
年

目
か
ら
は
い
わ
ば
「
フ
ェ
ー
ズ

Ⅱ
」
と
し
て
、新
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
大
き
な
変
更
点
は
、

リ
ー
ダ
ー
が
門
間
教
授
に
代
わ

昨
年
度
の
活
動
報
告
会
は

平
成
28
年
２
月
27
日
に
相
馬
市

の
観
光
交
流
拠
点
施
設
で
あ
る

「
千
客
万
来
館
」
で
開
催
し
た
。

当
日
は
、
髙
野
克
己
学
長
を
は

じ
め
、
来
賓
と
し
て
立
谷
秀
清

相
馬
市
長
、
今
村
秀
身
Ｊ
Ａ
そ

う
ま
組
合
長
（
濱
田
賢
次
常
務

が
代
理
出
席
）
が
出
席
し
て
、

五
つ
の
報
告
を
行
っ
た
。

り
同
じ
学
科
の
渋
谷
が
引
き
継

い
だ
点
と
従
来
並
行
的
に
総
研

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し

て
き
た
、
畜
産
学
科
の
信
岡
誠

治
准
教
授
、
森
林
総
合
科
学
科

の
上
原
巌
教
授
、
国
際
農
業
開

発
学
科
の
足
達
太
郎
教
授
の
研

究
チ
ー
ム
を
東
日
本
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
包
含
し
た
点
だ
。

な
お
、
門
間
、
後
藤
両
名
誉
教

授
は
引
き
続
き
参
画
し
て
い
る
。

第
１
報
告
で
は
、
渋
谷
教
授

が
「
相
馬
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
５
年
間
の
あ
ゆ
み
」
と
題

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち

上
げ
時
か
ら
５
年
間
の
取
り
組

み
を
ま
と
め
て
報
告
し
た
。
被

災
直
後
の
大
学
挙
げ
て
の
現
地

調
査
や
農
家
調
査
、
東
京
農
大

方
式
（
相
馬
方
式
）
に
よ
る
除

塩
を
は
じ
め
と
す
る
農
地
復
興

被
災
農
家
の
農
業
再
開
を
支
援

南
相
馬
市
に
お
け
る

　
津
波
被
害
の
植
生
回
復

東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
５
年
間
と
今
後
の
取
り
組
み

活
動
、
森
林
へ
の
放
射
能
汚
染

メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
、
放
射
能
汚

染
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
、
さ
ら
に
は
農
大
の
学
食

で
も
提
供
さ
れ
て
い
る
相
馬
復

興
米
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
と
成
果
を
振
り
返
っ
た
。

第
２
報
告
は
、
後
藤
名
誉

教
授
に
よ
る
「
相
馬
地
域
農

業
完
全
復
興
の
た
め
の
『
健

康
な
土
づ
く
り
』」。
適
切
な
除

塩
対
策
で
復
興
し
た
水
田
に
対

し
て
、
土
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
の
必
要
性
を
提
起
し
、
そ
の

た
め
に
転
炉
ス
ラ
グ
が
有
効
な

こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
他
、
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策

と
し
て
ゼ
オ
ラ
イ
ト
が
有
効
な

こ
と
や
、
健
康
な
土
づ
く
り
の

た
め
に
土
壌
診
断
や
緑
肥
が
重

要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し

た
。第

３
報
告
は
、
林
教
授
に

よ
る
「
福
島
県
の
森
林
組
合
と

農
業
協
同
組
合
の
た
め
に
」。

森
林
に
お
け
る
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
移
行
に
つ
い
て
、
木
材
中

の
移
動
だ
け
で
な
く
、
根
を
通

じ
て
土
壌
ま
で
達
し
て
い
る
こ

と
を
突
き
止
め
た
。
さ
ら
に
、

木
材
の
心
材
に
移
行
し
た
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
除
去
方
法
と
し

て
水
中
貯
木
の
有
効
性
や
伊
達

地
域
の
あ
ん
ぽ
桃
試
作
実
験
な

ど
を
報
告
し
た
。

第
４
報
告
は
、
信
岡
准
教

授
に
よ
る
「
飼
料
用
米
・
稲
Ｗ

Ｃ
Ｓ
の
増
産
へ
向
け
て
」。
飼

料
用
米
や
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い

て
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑

制
効
果
と
し
て
ゼ
オ
ラ
イ
ト
と

カ
リ
肥
料
の
効
果
が
示
唆
さ
れ

た
。
ま
た
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
や
採

卵
鶏
へ
の
低
濃
度
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
飼
料
米
の
給

餌
試
験
か
ら
、
飼
料
中
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
大
半
が
鶏
ふ
ん

中
に
排
せ
つ
さ
れ
る
も
の
の
、

鶏
肉
に
も
３
分
の
１
〜
５
分
の

１
程
度
の
濃
度
で
移
行
す
る
こ

と
な
ど
が
示
さ
れ
、
飼
料
中
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
測
定

の
重
要
性
や
放
牧
の
際
の
留
意

点
な
ど
を
指
摘
し
た
。

第
５
報
告
は
、
門
間
名
誉

教
授
に
よ
る
「
津
波
被
災
地
域

の
今
後
の
農
業
の
展
開
方
向
」。

ま
ず
、
大
筋
合
意
に
至
っ
た
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

に
よ
る
米
へ
の
影
響
を
報
告
し

た
。
次
に
津
波
被
災
地
域
で
あ

る
相
馬
地
方
と
宮
城
県
沿
岸
部

の
農
業
構
造
の
変
化
が
被
災
に

よ
っ
て
20
年
早
ま
り
、
そ
れ
に

伴
い
農
地
流
動
化
が
急
速
に
進

ん
だ
こ
と
を
報
告
し
た
。
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相馬市内の放牧地を調査する（左から）門
間・後藤名誉教授、信岡准教授、畜産農家
（平成27年4月）

東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
教
授　

渋
谷
往
男

森
林
総
合
科
学
科
教
授　
上
原 

巌

本
年
度
の
森
林
再
生
班
は
、

福
島
県
南
相
馬
市
海
岸
林
に
お

け
る
津
波
被
害
か
ら
の
再
生
状

況
を
主
に
調
査
し
、
そ
の
報
告

会
を
南
相
馬
市
民
情
報
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
次
の
通
り
。

①
人
工
植
栽
の
沿
岸
部
の

ク
ロ
マ
ツ
は
津
波
の
物
理
的
な

作
用
に
よ
っ
て
、
内
陸
部
の
杉

は
潮
害
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
た
が
、
自
然
植
生
、

お
よ
び
津
波
被
害
地
に
散
在
す

る
屋
敷
林
、鎮
守
の
杜
（
も
り
）

な
ど
の
タ
ブ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
に

は
、そ
の
生
存
木
が
見
ら
れ
る
。

②
海
岸
部
付
近
の
草
本
類

の
植
生
は
年
毎
に
回
復
を
見
せ

て
き
て
い
る
。
平
成
23
年
に
設

け
た
皆
伐
試
験
区
で
は
、
タ
ケ

ニ
グ
サ
の
群
生
か
ら
ア
カ
メ
ガ

シ
ワ
な
ど
の
木
本
植
物
の
進
入

が
始
ま
り
、
自
然
遷
移
が
見
ら

れ
て
い
る
。

以
上
の
２
点
か
ら
、
実
用

な
ら
び
に
他
の
研
究
に
活
用
さ

れ
る
研
究
成
果
と
し
て
は
、
従

来
、海
岸
部
の
樹
木
植
栽
で
は
、

ク
ロ
マ
ツ
が
推
奨
さ
れ
て
き
た

も
の
の
、
津
波
後
の
生
存
植
生

か
ら
は
、
タ
ブ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ

を
は
じ
め
、
ク
ロ
マ
ツ
、
マ
サ

キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
シ
ャ
リ
ン
バ

イ
、
シ
ロ
ダ
モ
な
ど
が
見
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
自
然

植
生
・
遷
移
の
保
全
と
そ
れ
ら

の
植
栽
も
新
た
に
奨
励
し
て
い

く
可
能
性
が
う
か
が
え
た
。

残
さ
れ
た
問
題
点
と
今
後

の
研
究
推
進
方
策
と
し
て
は
、

植
生
回
復
の
遷
移
状
況
を
継
続

し
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
、

同
時
に
、
新
た
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
遷
移
植
生
、
生
存

木
の
放
射
線
量
を
計
測
す
る
必

要
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。

相
馬
市
で
は
被
災
し
た
建

物
の
修
繕
や
建
て
替
え
が
進

み
、「
千
客
万
来
館
」
な
ど
の

新
た
な
公
共
施
設
が
生
ま
れ
て

い
る
。
中
心
部
の
農
地
も
平
成

27
年
度
を
も
っ
て
ほ
ぼ
原
形
を

取
り
戻
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

外
形
的
に
は
復
興
が
完
了
し
た

よ
う
に
見
え
る
。

今
後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
間
の
連
携
強
化
や
新
し

い
研
究
メ
ン
バ
ー
の
増
強
な
ど

に
よ
り
さ
ら
に
充
実
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

森
林
再
生
班 

平
成
27
年
度
調
査
研
究
報
告
会
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―
―
昨
年
は
大
活
躍
で
し

た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た

レ
ー
ス
は
？
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そ
ん
な
３
選
手
が
な
ぜ

東
京
農
業
大
学
に
進
学
し
よ
う

と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

�y


Z

+�y

�¦
�‹
�`
�o
�M
�h
�i
�M

�o
�M
�”
�Õ
�>

•
�Ï
��
�œ
�t
�ç
�Ø


(
�M
�¶
�J
�U
�K
�”
�‘
�è
�q
�ç
�Š

�’
�•
�o
�Ð
�‚
�o
�ˆ
�h
�’
	â
��
�J

�¶
�J
�t
�µ
�¯
�U
��
�V
�‡
�`
�h
�Ð

�²
�x
�Í
�ï
�·
�V
�i
�ó
�h
�w
�p
�Í

�ï
�w
�\
�q
�j
�ö
�ó
�q
	Ä
�`
�X
�s

�•
�”
�T
�s
�q
�¥
�ó
�o
�M
�h
�w
�p

�b
�U
�Ï
�)
�§
�w
�º
�0
�x
�S
�ˆ
�f

�q
�S
	�
�Ð
�p
�‹
�f
�•
�‹
�A
�Ï
�Ø


(
�X
�o
�M
�²
�8
�õ
�p
�b
�Ð
�î
�g

�%
�s
�w
�p

ž
�®
�p
�o
�•
�›
	�
�ó

�o
�M
�‡
�b
�Ð

�y

�j
�>�y

�f
�‹
�f
�‹
�G
�¶
�p
�n

	Í
�›
��
�Z
�‘
�O
�q
�M
�O
�\
�q

�›

²
��
�t
�ß
�Q
�o
�M
�‡
�d
�œ

�p
�`
�h
�Ð

•
�ó
�¶
�Í
�t
�æ
�\
�O

�H
�`
�o
��
�D
�w
��
�f
�G
�¶
	•
� 

�ú
�;
��
��
�

��
�p

ø
�•
�s
�T
�ó

�h
�w
�p
�Ï
�f
�•
�U
�y
�`
�X
�o
��

�‡
�p
�p
�°

j
�Å
	6
�`
�‡
�`
�h
�Ð

�S
�T
�[
�p
�H
�w
�N
�ú
�;
�p
�x
�×

�q
�¥
�ó
�o
�M
�h
�œ
�p
�b
�Z
�•

�r
�Ï
�ô
�Í
�n
	Í

æ
�w
�•
�ð
�t
	º

�p
�^
�•
�o
�Ï
��
�å
	Í
�w

Œ

�
�U

�ö
�G
�t
�M
�h
�w
�p
�ç
�\
�\
�p
�s

�’
�•
�ó
�o
�M
�M
�s
�Ð
�•
�”
�s
�’

�V
�ó
�q
�\
�\
�i
�s
�è
�q
�¥
�ó
�o

�Ö
�¶
�`
�‡
�`
�h
�Ð
�n
	Í
�›
��
�Z

�”
�s
�’

•
�ó
�¶
�Í
�p
�x
�s
�X
�o

�ö
�G
�q
�>
�Š
�‡
�`
�h
�Ð
	ï

¼
�†


¶
�H
�Á
�¶
�J
�x
	ý
�`
�M
�¶
�J
�s

�w
�p
	*
�“
�w

�
�h
�j
�‹
��
	2
�Ð

�)
�§
�x
�É
�`
�M
�w
�p
�b
�U
�Ø

(

�M
	$
�À
�‹
�K
�ó
�o
	ï

¼
�t
�m
�M

�o
�‹
�µ
�¯
�›
�Ë
�o
�”
�‘
�O
�t
�s

�“
�‡
�`
�h
�Ð
��
�x
�n
	Í
�‹
�p
�b

�Z
�•
�r
�)
�§
�‹
�$
�Á
�–
�O
�q

�¥
�ó
�o
�M
�‡
�b
�Ð

�y

	–
�‡�y

�f
�‹
�f
�‹
�ë
�F
�›
�¶

�|
�h
�M
�s
�q
�¥
�ó
�o
�M
�‡
�`

�h
�Ð
�ë
�F
�w
�)
�§
�›
�`
�‘
�O
�q

	ô
�›
�Ë
�ó
�o

ø
�”
�\
�q
�U
�p
�V

�‡
�`
�h
�Ð
�ž
�ï
�§
�Ó
�p
�Â
�Ó
�Ó

�b
�”
�q
	•
� 
�ë
�F
�G
�q
�T

•
�ó

�¶
�Í
�t
�s
�ó
�o
�`
�‡
�M
�U
�j
�Ð

�n
	Í
�›
��
�Z
�‘
�O
�T
�•
�Š
�‘
�O

�T
�Î
�ó
�o
�M
�h
�Ì
�8
�‹
�K
�“
�‡

�`
�h
�Ð
�ë
�F
�w
�)
�§
�‹
�p
�V
�o

�n
	Í
�‹
��
�Z
�’
�•
�”
�ö
�G
�t
�Ö

�›

~
�ó
�o
�>
�Ë
�j
�‘
�T
�ó
�h
�Z

�•
�r
�Ï
�Í
�U
�ñ
�ó
�o
�ä
�T
�ó
�h

�–
�O
�q
�>
�Š
�‡
�`
�h
�Ð
�ë
�F
�œ

�w
�¿
�¨
�›
�Ë
�ó
�o
�M
�”
�q
	,
	ì

�t
�‹
��
�b
�i
�q
�¥
�M
�‡
�b
�Ð
��

�å
�t
�s
�ó
�h
�w
�p
	,
	ì
�Æ
�ˆ
�›

�•
�Š
�‡
�`
�h
�Ð

�\
�q
�›
�®
�Q
�o
�M
�‡
�b
�Ð

�y


Z

+�y

�²
�‹

¶
�Ô
�Š
	•
� 
�ú

�;
�U
�¹
	Å
�$
�p
�b
�Ð
�x

�
�$
�t

�x
�Ô
�Š

¬
	�
�V
�Û
�Ô
�Š
�n
	Í
�•

�U

¬
	�
�V
�G
�q
�Ü
�p
�x
��
��
��

��
��
	Ë
�•
�p
��
�•
�p
�`
�h
�U
�Ï

�ú
�;
�w
�M
�U
�¥
�M
	Z

�
�M
�Ð
�


�à
�›

ø
�’
�d
�o
�‹
�’
�M
�‡
�`

�h
�Ð
�¤
�¶
�Í
�w

¬
	�
�q
�‹
�Ä
�ý

�Ó
�›

ø
�”
�‘
�O
�s

¬
	�
�y
�T
�“

�p
�Ó
�Á
�`
�‡
�`
�h
�U
�Ï

g
�ú
�^

�œ
�t

`
�›
�»
�Z
�o
�‹
�’
�M
�Ï
�æ

�å
�ý
�«
�µ
�p
�V
�‡
�`
�h
�Ð
�½
�Ó

�Ü
�‹
�³
�Ó
�Å
�V
�›
	�
�•
�h
�`
�Ï

�×

ü
�‹
�‘
�M
�v
�•
�›
�^
�”
�\
�q

�U
�p
�V
�‡
�`
�h
�Ð
�Ð
� 
�x
�‘

�T
�ó
�h
�T
�r
�O
�T
�x
�‘
�X

ü
�T

�“
�‡
�d
�œ
�U
�Ï

ø
�”
�w
�U
�¸
�`

�ˆ
�i
�ó
�h
�w
�U
�‘
�T
�ó
�h
�T
�s

�q
�¥
�ó
�o
�M
�‡
�b
�Ð
��
�å
�‹

ø

�”
�w
�U
�¸
�`
�ˆ
�p
�b
�Ð

�y

―
―
清
水
さ
ん
は
国
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大

会
で
も
活
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さ
れ
た
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清
水
さ
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は
負
け
ず

嫌
い
と
お
見
受
け
し
ま
し
た
。

い
つ
も
笑
顔
の
清
水
さ
ん
が
、

富
士
山
女
子
駅
伝
（
２
０
１

５
全
日
本
大
学
女
子
選
抜
駅

伝
競
走
）
で
泣
い
て
い
ま
し

た
ね
。
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も
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陸
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の

で
す
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な
る
ほ
ど
い
か
に
も
農

大
ら
し
い
で
す
ね
。
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
を
し
っ
か
り
考
え
た
献

立
は
素
晴
ら
し
い
。
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キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
か
。
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イタリアの大地を駆ける清水萌衣乃選手

全
国
校
友
の
激
励
が
力
に
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杜
の
都
疾
走
が
心
に
残
る

農
大
は〝
文
武
両
道
〞の
場

寮
食
に
栄
養
科
学
科
の
力
発
揮

昨
年
以
上
の
成
績
を
誓
う
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平成28年度陸上部長距離女子主な大会・行事予定

19～22日

24～26日

２～４日

25日

30日

13日

27日

30日

15日

12日

12日

25日

関東学生インカレ（横浜）

日本選手権（愛知）

全日本学生インカレ（熊谷）

関東大学女子駅伝（印西）

全日本大学女子駅伝（仙台）

東日本女子駅伝（福島）

日光いろは坂駅伝(栃木)

全日本選抜駅伝（静岡）

都道府県女子駅伝（京都）

富士宮駅伝（静岡）

千葉クロカン（千葉）

福岡クロカン（福岡）

５月

６月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

関東インカレ5000㍍4位の長身・小堀選手

千葉クロカン3位で日本代表に選ばれた清水選手の走り

杜の都駅伝でテープを切る原田選手の笑顔

�¢�(�£

�¢�¤�£

�¢�È�£
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本
学
は
明
治
24
（
１
８
９

１
）
年
、
徳
川
育
英
会
に
よ
っ

て
育
英
黌
（
こ
う
）
農
業
科
と

し
て
創
設
さ
れ
，
本
年
、
創
立

１
２
５
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。ご
存
じ
の
通
り
、

創
設
者
は
、明
治
政
府
で
文
部
、

外
務
大
臣
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た

子
爵
榎
本
武
揚
先
生
で
す
。
榎

本
先
生
は
、
農
業
教
育
の
重
要

性
を
感
じ
、
徳
川
育
英
会
を
母

体
と
し
た
私
立
の
農
学
校
を
設

立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治

30
（
１
８
９
７
）
年
に
大
日
本

農
会
に
経
営
を
委
ね
、
こ
れ
に

深
く
関
与
さ
れ
た
の
が
明
治
農

学
の
第
一
人
者
で
あ
る
初
代
学

長
・
横
井
時
敬
先
生
で
す
。
以

後
、
東
京
高
等
農
学
校
、
専
門

学
校
令
に
よ
る
東
京
農
業
大

学
、
さ
ら
に
大
学
令
に
よ
る
東

京
農
業
大
学
へ
と
発
展
し
、
現

在
で
は
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
６
学

部
21
学
科
、
大
学
院
２
研
究
科

19
専
攻
を
有
す
る
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

横
井
先
生
は
、
教
育
理
念

を
「
実
学
主
義
」
に
お
き
、「
稲

の
こ
と
は
稲
に
聞
け
、
農
業
の

こ
と
は
農
民
に
聞
け
」
は
、
創

立
以
来
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い

教
育
研
究
の
礎
と
な
っ
て
い
ま

す
。
建
学
の
精
神
「
人
物
を
畑

に
還
（
か
え
）
す
」
の
下
、
輩

出
し
た
校
友
は
、
約
16
万
２
０

０
０
余
人
に
達
す
る
ま
で
と
な

り
ま
し
た
。

創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
を
行

い
ま
す
。
平
成
28
年
５
月
21
日

（
土
）
に
東
京
農
業
大
学
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
百
周
年
記
念
講

堂
で
、
国
内
外
か
ら
来
賓
を
お

招
き
し
「
創
立
１
２
５
周
年
記

念
式
典
」
を
挙
行
し
ま
す
。
式

典
終
了
後
に
は
、
同
キ
ャ
ン
パ

ス
桜
丘
ア
リ
ー
ナ
で
祝
賀
会
を

開
き
ま
す
。
祝
賀
会
で
は
学
生

が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ご
披
露

す
る
な
ど
、
教
職
員
や
学
生
と

一
緒
に
お
祝
い
し
た
く
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
校
友
の
皆
さ
ま

と
一
緒
に
創
立
１
２
５
周
年

を
祝
福
し
た
く
、
例
年
６
月

に
実
施
し
て
い
る
東
京
農
大

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
、
記

念
式
典
・
祝
賀
会
と
同
日
に

「
第
16
回
東
京
農
大
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
」
と
し
て
開
き
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
親
子
３

代
に
わ
た
り
本
学
を
卒
業
（
入

学
）
さ
れ
た
方
へ
「
親
子
三
代

表
彰
」
を
贈
る
の
を
は
じ
め
、

農
大
物
産
即
売
会
と
題
し
、
本

学
が
研
究
開
発
し
た
商
品
、
Ｏ

Ｂ
企
業
の
商
品
な
ど
を
販
売

し
ま
す
。
例
年
、
約
５
０
０
人

の
校
友
の
皆
さ
ま
に
、
ご
参
加

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今

年
は
、
創
立
１
２
５
周
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
と
の
合
同
開
催

と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
校

友
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

中
心
と
な
っ
て
『
東
京
農
大
型

バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ー
ス
』
に

ま
と
め
ら
れ
毎
年
出
版
さ
れ
て

お
り
、
在
学
生
の
学
習
や
卒
業

生
の
実
務
に
広
く
活
用
さ
れ
て

い
る
。

経
営
者
大
賞
に
輝
い
た
の

は
、
静
岡
県
掛
川
市
の
佐
々
木

余
志
彦
氏
（
昭
57
農
・
掛
川
中

央
茶
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

新
潟
県
南
魚
沼
市
の
南
雲
二
郎

氏
（
昭
55
短
醸
・
八
海
醸
造
㈱

代
表
取
締
役
）
の
２
人
、
経
営

者
賞
は
石
川
県
金
沢
市
の
増
江

世
圭
氏
（
平
８
林
・
加
賀
木
材

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
の
1
人

だ
っ
た
。
経
営
者
大
賞
受
賞
者

に
よ
る
受
賞
講
演
で
は
、
学
生

時
代
の
思
い
出
、
若
い
こ
ろ
の

苦
労
話
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
理

念
や
成
功
の
秘
訣
（
ひ
け
つ
）

な
ど
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
講
演
を

し
、
学
生
、
教
職
員
、
一
般
参

加
者
約
１
１
０
０
人
が
熱
心
に

聴
き
入
っ
た
。

校
友
会
も
東
京
農
大
経
営

者
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
援
団
体
で

あ
り
、
各
支
部
は
同
経
営
者
大

賞
、
同
経
営
者
賞
の
推
薦
母
体

と
も
な
っ
て
い
る
。

大賞など3人表彰�q
�w

C
�2
�•

¶
�—

�
�X
�b

東京農大経営者フォーラム

【プログラム】

11時00分～12時00分

12時10分～12時30分

13時00分～15時00分

記念式典

第16回ホームカミングデー式典

親子三代卒業生特別表彰

祝賀会

百周年記念講堂

百周年記念講堂

桜丘アリーナ

時　間 行事など 会　場

農大物産即売会（昨年）全学応援團による校友の皆さまへのエール（昨年） 親子三代表彰（昨年）

京
農
大
経
営
者
大
賞
」「
東
京

農
大
経
営
者
賞
」「
東
京
農
大

経
営
者
技
能
賞
」
が
贈
ら
れ

ま
す
。
こ
の
受
賞
者
を
中
心

に
「
東
京
農
大
経
営
者
会
議
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
早
い
も

の
で
15
年
が
経
過
し
、
そ
し

て
表
彰
さ
れ
た
受
賞
者
は
１

１
０
人
に
達
し
ま
し
た
。
経

営
者
会
議
の
目
的
は
母
校
東

京
農
大
の
経
営
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
経

営
者
会
議
の
活
動
は
農
大

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参

加
、
異
業
種
交
流
会
・
講
演

会
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
大
学
側
、
校

友
会
と
さ
ら
な
る
強
い
連
携

を
も
っ
て
運
営
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
大
沢
一
彦

氏
、
佐
藤
四
郎
氏
、
鈴
木
吉

助
氏
の
方
々
が
会
長
と
し
て

組
織
を
引
っ
張
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
昨

年
の
11
月
「
平
成
27
年
度
総

会
」
で
世
話
人
会
長
と
し
て

選
出
さ
れ
ま
し
た
新
田
恭
一

郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま

方
の
忌
憚
（
き
た
ん
）
の
な

い
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
会
の
発
展
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
農
大
経
営
者
会
議

が
校
友
会
の
皆
さ
ま
方
に
認

知
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
存

在
価
値
の
あ
る
組
織
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
議
の
構
成
は
会
長
の

私
と
副
会
長
６
人
、
監
事
２

人
、
大
学
事
務
方
か
ら
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
が
事
務
局

と
し
て
加
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
副
会
長
６
人

の
方
々
を
中
心
に
小
委
員
会

を
設
け
て
、
部
門
ご
と
の
役

割
を
明
確
に
し
、
会
の
充
実

と
会
員
の
増
強
を
図
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

フォーラムで表彰された受賞者ら

東
京
農
業
大
学
が
２
０

０
０
年
か
ら
毎
年
開
い
て
い

る
「
東
京
農
業
大
学
経
営
者

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
今
回
で
16
回

目
と
な
っ
た
。
東
京
農
大
経
営

者
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
は
平

成
27
年
11
月
27
日
、
百
周
年
記

念
講
堂
で
開
か
れ
た
。
授
賞
式

で
は「
東
京
農
大
経
営
者
大
賞
」

受
賞
者
２
人
、「
東
京
農
大
経

営
者
賞
」
受
賞
者
１
人
に
高
野

克
己
学
長
が
賞
状
と
記
念
品
を

授
与
し
た
。

東
京
農
業
大
学
は
、
優
れ

た
経
営
者
と
し
て
各
界
で
活
躍

す
る
校
友
に
賞
を
贈
っ
て
い

る
。
国
内
お
よ
び
海
外
の
校
友

会
支
部
・
各
学
科
・
東
京
農
大

経
営
者
会
議
い
ず
れ
か
の
推
薦

と
経
営
者
大
賞
審
査
委
員
会
の

審
査
を
経
て
、
経
営
者
大
賞
、

経
営
者
賞
を
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
贈
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で

優
れ
た
功
績
を
残
し
て
き
た
卒

業
生
の
栄
誉
を
た
た
え
る
と
と

も
に
、
そ
の
活
躍
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
ま
た
と
な
い
機
会

と
な
っ
て
い
る
。そ
の
成
果
は
、

国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
が

（後列左から）東口義巳幹事、新井健一監事、後藤義博副会長、
大泉高明副会長、梶山孝泉事務局長（前列左から）栁下君子副
会長、三上光一副会長、新田恭一郎会長、福原俊秀副会長、久
保富雄副会長

事
業
で
す
。
①
企
業
家
精
神 

②
模
範
性
・
普
及
性 

③
社
会

性 

④
持
続
性 

⑤
将
来
性
・

発
展
性
等
が
審
査
対
象
で
す
。

表
彰
選
出
さ
れ
た
人
に
は「
東

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
16
万
人
を
超

え
る
東
京
農
大
卒
業
生
を
対

象
に
、
各
業
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
経
営
者
、
企
業
家
を

発
掘
し
、
表
彰
す
る
と
い
う

�f
�˜
�ö
�G
�&
�æ
	�
�q
�^

�q
�Õ

�y
	ý
�>  

�«
�°
�à

東
京
農
大
創
立
１
１
０

周
年
目
を
迎
え
た
２
０
０
１

年
に
新
世
紀
入
り
を
記
念
し

て
農
大
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

創
立
１
２
５
周
年
記
念
事
業
実
行

準
備
委
員
会
・
式
典・
祝
賀
会
部
会
長

友
田
清
彦
（
国
際
食
料
情
報
学
部
長
）
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食農と環境
No.17

農業労災研究
No.2石と造園 100 話＜新版＞激動の時代と

日本農業の活路
農の暮らしに
生きた女わざ

実践総合農学会編
定価：本体 800 円＋税
A4 判・並製カラー・64㌻

日本農業労災学会編
定価：本体1800円＋税
B5 判・並製・67㌻

小林　章著
定価：本体2000円＋税
四六判・並製カラー・146㌻

鈴木俊彦著
定価：本体1900 円＋税
四六判・並製・314㌻

東京農大｢食と農｣の
博物館編
森田珪子監修
定価：本体 2500 円＋税
B5 判変形・上製・140㌻ ◇平成27年度実践総合農

学会シンポジウムから、基調
講演「緑、農と都市づくり原
論」他。学会は各地を巡回し
てシンポジウムを開き、現場重
視で農村・農業を見詰めてい
る。バックナンバーもある。

◇特集：農業法人経営にお
ける農業労災のマネジメント
と補償対策――日本農業労
災学会第2回大会・東京農
業大学総合研究所３研究部
会シンポジウム、の成果が収
められている。バックナンバー
もある。

◇著者は造園施設材料、快
適な造園空間の創造などに
ついて、長年にわたり研究教
育に携わってきた。全国100
の事例をもとに、その景観の
中で「石」が果たしている役
割を解説している。特に造園
関係者、石に興味のある人
必携。

◇ベテランジャーナリストが
〝きれい事〟抜きに農協解体
騒動の背景を分析。自己改
革の具体策を真摯（しんし）
に提示。農協生き残りの知
恵、ここにあり。情勢の変化を
新版で補っている。

◇米３粒包むにいい布きれ
は捨てるものではない。なぜ、
「ぼろきれ」とまで呼ばれた
布を残そうとしてきたのか。そ
の思いから東北、農の暮らし
を探った一冊である。博物館
での展示も好評だった。

森
林
総
合
科
学
科

は
、
昭
和
22
年
、
千
葉

県
茂
原
市
に
専
門
部
林

業
科
と
し
て
開
設
以

来
、
平
成
28
年
で
ち
ょ

う
ど
70
周
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

開
設
当
初
か
ら
わ
が
国

の
民
有
林
に
力
点
を
置

い
た
教
育
・
研
究
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
世
界
各
国
を

は
じ
め
、
全
国
各
地
に

９
０
０
０
余
名
の
卒
業

生
を
輩
出
し
、
わ
が
国

の
木
材
産
業
や
林
産
業

を
は
じ
め
、
み
ど
り
や

水
の
守
り
手
と
し
て
、

ま
た
国
土
保
全
の
担
い

手
と
し
て
な
ど
、
全
国

各
地
で
ご
活
躍
中
で
あ

り
ま
す
。

70
周
年
の
こ
の
機
会

に
多
く
の
同
窓
生
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
ご
参
集
い
た

だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
足

跡
と
こ
れ
か
ら
の
あ
り

方
に
つ
い
て
ご
指
導
賜

り
た
く
、
記
念
式
典
と

記
念
祝
賀
会
を
下
記
の

要
領
で
開
催
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に

は
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
多
数
の
ご
臨
席
を

賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

5月22日（日）
横井記念講堂へ70周年祝おう

１．記念式典
　 場 所

　 次 第

２．記念祝賀会
　 場 所

：平成28年5月22日（日）
：12:00 開場　13:00 開会
　世田谷キャンパス 農大アカデミア地下１階　横井記念講堂
：開会の辞、学科長挨拶、同窓会長挨拶、来賓挨拶、
表彰、全学応援団によるエール　など

：平成28年5月22日（日）15:00～
：昔懐かしい寮食（レストランすずしろ）
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申込先

母校の今を見られる冊子
『東京農業大学 ｂｙ ＡＥＲＡ』

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
硬
式

野
球
部
激
励
会
が
、
４
月
２
日

に
校
友
会
館
（
グ
リ
ー
ン
ア
カ

デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
）で
開
か
れ
た
。

部
員
ら
約
１
０
０
人
が
東
都
大

学
野
球
１
部
リ
ー
グ
へ
の
復
活

を
目
指
し
て
頑
張
る
決
意
を
表

1
部
目
指
し
て
頑
張
れ

世
田
谷
硬
式
野
球
部
を
激
励
　

明
、
校
友
会
は
精
い
っ
ぱ
い
の

後
押
し
を
約
束
し
た
。

同
野
球
部
は
こ
れ
ま
で
、

平
成
25
年
春
季
以
来
、
５
シ
ー

ズ
ン
に
わ
た
っ
て
最
下
位
と

低
迷
し
て
い
た
が
、
27
年
度
秋

季
リ
ー
グ
戦
で
２
部
リ
ー
グ野球部員を激励する三好会長

の
２
位
に
躍
進
し
た
。
勝
率
で

は
１
位
だ
っ
た
も
の
の
勝
ち

点
総
合
で
惜
し
く
も
２
位
と

い
う
優
秀
な
戦
績
。
リ
ー
グ

優
勝
の
み
な
ら
ず
１
部
リ
ー

グ
へ
の
昇
格
が
射
程
圏
内
に

入
っ
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
校
友
会
三
好

吉
清
会
長
が
野
球
部
員
ら
同
部

関
係
者
を
招
待
し
て
激
励
会
を

催
し
た
。
校
友
会
か
ら
は
三
好

会
長
を
は
じ
め
本
部
役
員
ら
が

参
加
し
、選
手
ら
を
励
ま
し
た
。

三
好
会
長
は
「
昨
年
、
激

励
会
を
開
い
た
ら
準
優
勝
と
い

う
立
派
な
成
績
を
残
し
た
。
春

の
大
会
で
ぜ
ひ
と
も
勝
ち
抜
い

て
〝
農
大
こ
こ
に
あ
り
〞
と
示

し
て
ほ
し
い
。
卒
業
生
も
在
学

生
も
目
い
っ
ぱ
い
応
援
す
る
」

と
激
励
し
た
。
同
部
の
福
地
日

出
雄
監
督
は
「
１
部
に
上
が
る

の
が
第
１
の
目
標
。
昨
秋
は
４

年
生
中
心
だ
っ
た
が
、
今
年
は

全
員
野
球
で
昨
年
以
上
頑
張
っ

て
最
高
の
成
績
を
収
め
た
い
」

と
応
え
た
。
ま
た
藤
井
杏
積
副

主
将（
ビ
ジ
ネ
ス
３
年
）は「
１

部
に
上
が
っ
て
秋
を
迎
え
た

い
」
と
激
励
会
開
催
に
謝
辞
を

述
べ
た
。

業
大
学 

ｂ
ｙ 

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
１
２

５
年
の
原
点
」（
朝
日
新
聞
出

版
）
が
、
全
国
の
書
店
で
店
頭

販
売
を
開
始
し
た
。
１
４
５

頁
フ
ル
カ
ラ
ー
で
３
キ
ャ
ン

パ
ス
の
教
育
研
究
、
社
会
貢

献
、
学
生
課
外
活
動
な
ど
元
気

な
東
京
農
大
を
紹
介
し
て
い

る
。
卒
業
生
校
友
に
は
母
校
の

変
貌
す
る
姿
が
懐
か
し
く
も

あ
り
、
輝
か
し
く
写
る
一
冊
で

あ
る
。
販
売
価
格
は
９
０
７
円

（
税
込
み
）。

東
京
農
業
大
学
創
立
１
２

５
周
年
を
記
念
し
て
「
東
京
農
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　本年、母校・東京農業大学は創立 125 周年を迎えまし
た。校友会は、海外 15 支部および国内 47 支部の役員ら
350 人をご招待して、下記日程で校友世界大会の開催を予
定しております。ブラジルなど海外支部からは、移住さ
れた校友や農大に留学した人たちら約 150 名が訪日して、
世田谷キャンパスに集います。
　大会式典および大会祝賀会には、一般校友の参加も可
能ですが、事前登録と参加費が必要となります。
　一般校友参加希望者の事前登録は校友会本部に連絡（03-
3429-1983）ください。
　事前登録の締め切り日　平成 28 年 8 月末日
　参加費　1人 15,000 円（当日、受け付けで納入）
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東
京
農
業
大
学
校
友
会
静

岡
県
支
部
（
糠
谷
禎
則
支
部

長
・
昭
50
工
・
静
岡
市
）
は
平

成
28
年
２
月
27
日
、
支
部
創
立

50
周
年
記
念
式
典
と
記
念
講
演

会
を
、
同
日
の
支
部
総
会
に
併

せ
て
開
催
し
た
。

静
岡
県
支
部
は
昭
和
39
年

に
設
立
、
３
年
越
し
の
昭
和
43

年
２
月
４
日
に
静
岡
市
内
で
開

か
れ
た
第
１
回
総
会
に
は
県
内

各
地
か
ら
２
０
０
人
余
が
集
結

し
、
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
た
校

友
会
幹
部
か
ら
「
全
国
的
に
も

白
眉
」
と
激
賞
さ
れ
た
（
当
時

の
校
友
会
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
と

い
う
。

そ
の
後
は
不
定
期
な
活
動

が
続
い
た
が
、
平
成
15
年
度
か

静
岡
県
支
部

創
立
50
周
年
式
典
と

記
念
講
演
会

ら
県
内
を
３
地
区
に
分
け
て
、

隔
年
・
輪
番
で
の
総
会
開
催
を

続
け
、
平
成
26
年
２
月
に
は
女

性
部
会
を
設
立
す
る
な
ど
、
母

校
の
発
展
と
校
友
の
活
躍
を

支
援
・
協
力
、
地
域
貢
献
を
目

指
し
て
き
た
。
今
回
の
50
周
年

記
念
式
典
、
講
演
会
・
総
会
に

は
、
会
員
の
他
、
在
校
生
の
保

護
者
ら
約
１
５
０
人
が
参
加

し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
支
部
顧

問
を
務
め
る
北
村
正
平
藤
枝
市

長
（
昭
44
工
・
藤
枝
市
）
の
祝

辞
の
後
、
同
じ
く
支
部
顧
問
で

元
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
常

務
理
事
の
小
澤
寅
男
氏(

昭
23

専
土
・
藤
枝
市)

が
、
半
世
紀

に
及
ぶ
支
部
活
動
に
万
感
の
思

い
を
込
め
て
講
話
、
校
友
の
力

を
結
集
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

説
い
た
。

講
演
会
で
は
、
静
岡
市
出

身
で
東
京
農
業
大
学 

応
用
生

物
科
学
部 

食
品
安
全
健
康
学

科
教
授
の
上
原
万
里
子
氏
（
昭

63
院
農
博
）
が
、「
ロ
コ
モ
と

メ
タ
ボ
は
同
時
に
予
防
〜
健
康

寿
命
の
延
長
を
目
指
し
て
〜
」

と
題
し
て
研
究
成
果
を
解
説
、

食
と
運
動
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
切
な
ど
と
話
し
た
。

東
部
・
中
部
・
西
部
３
地

区
の
輪
番
で
隔
年
開
催
さ
れ
る

支
部
総
会
で
は
、
三
好
吉
清
校

友
会
会
長（
昭
36
農
）か
ら「
数

年
前
の
南
米
で
の
校
友
会
の
折

に
聞
い
た
、〝
こ
ち
ら
で
頑
張
っ

て
き
た
が
日
本
を
訪
れ
る
口
実

が
ほ
し
い
〞
と
の
要
望
が
今
年

９
月
23
日
の
農
大
校
友
会
世
界

大
会
の
開
催
に
つ
な
が
っ
た
」

な
ど
の
経
緯
を
含
め
た
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。
糠
谷
支
部
長
は

「
校
友
会
の
外
部
に
も
情
報
を

発
信
で
き
る
よ
う
に
活
動
の
幅

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
議
事
で
は
、
平
成

27
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、
平

成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
こ

の
他
、
支
部
活
動
の
功
労
者
と

し
て
、
東
部
分
会
長
兼
県
副
支

部
長
を
歴
任
さ
れ
た
小
野
與
氏

（
昭
36
農
・
沼
津
市
）
な
ら
び

に
矢
ノ
下
光
義
氏
（
昭
32
造
）

に
対
し
、
糠
谷
支
部
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

今
年
度
各
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
校
友
と
し
て
、
東

京
農
大
経
営
者
大
賞
を
受
賞

し
た
掛
川
中
央
茶
業
㈱
代
表
取

締
役
社
長
、
佐
々
木
余
志
彦

氏
（
昭
57
農
・
掛
川
市
）、
造

園
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
国
際
的

な
大
会(A' Design Award & 

Competition)

で
銀
賞
を
受
賞

し
た
小
倉
珠
子
氏
（
平
５
造
・

浜
松
市
）、
浜
松
市
天
竜
区
春

野
町
で
「
笑
顔
畑
の
山
ち
ゃ
ん

フ
ァ
ー
ム
」
を
経
営
、
中
日
農

業
賞
（
中
日
新
聞
社
主
催
）
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
元
プ
ロ
ボ

ク
サ
ー
山
下
光
之
氏（
平
11
化
）

と
尚
美
氏
（
平
12
化
）
夫
妻
の

３
組
が
紹
介
さ
れ
、
大
き
な
拍

手
で
祝
福
さ
れ
た
。
今
後
も
多

く
の
校
友
に
こ
の
よ
う
な
活
動

状
況
を
報
告
し
て
い
き
た
い
。

総
会
後
の
〝
校
友
の
集
い
〞

に
は
１
３
０
人
が
出
席
。
静
岡

常
磐
松
会
の
松
本
肇
会
長
（
昭

43
化
・
静
岡
市)

の
あ
い
さ
つ

の
後
、
志
太
常
磐
松
会
鈴
木
廣

利
会
長
（
昭
37
化
・
藤
枝
市
）

の
音
頭
で
乾
杯
。
ほ
ぼ
地
域
別

に
集
ま
っ
た
テ
ー
ブ
ル
で
は
和

や
か
な
交
流
が
始
ま
り
、
宴
が

進
む
に
つ
れ
て
交
流
の
輪
が
広

が
っ
た
。
結
び
は
、
元
応
援
団

副
団
長
の
望
月
保
秀
氏
（
昭
53

農
・
静
岡
市
）
と
小
林
伸
吉
氏

（
昭
46
工
・
焼
津
市
）
の
リ
ー

ド
で
学
歌
斉
唱
。
次
期
総
会
の

開
催
地
区
、
東
部
分
会
の
稲
木

浩
之
会
長
（
昭
44
化
・
沼
津
市
）

の
あ
い
さ
つ
で
２
年
後
の
再
会

を
誓
い
合
い
散
会
し
た
。

（
幹
事
長
・
平
岡
知
明
）
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支部名
出席者 参加

者数 場所 講演等
日程 曜日 校友会 大学

京都 10月10日 土 鳥海稔雄常任理事 煙山紀子食品安全健康学科助教 19 京都市 講演「分子毒性病理学解析手法への
取り組み」煙山助教

愛知 10月18日 日 小泉幸道副会長 － 31 名古屋
市

講演「全国都市緑化あいちフェア会
場計画について」村上良徳氏（昭58
造）玉野総合コンサルタント㈱次長

三重 10月18日 日 横澤馨常任理事 麻生恵造園科学科教授、小林順募金課長 39 津市 中世古満規氏（昭53拓）の講演「蝶を
追いかけてボルネオへ」

石川 10月31日 土 三好吉清会長 小林順募金課長 56 金沢市
町田勝弘氏（ＪＡ共済総研理事長）の
講演「これからの日本農業と地域づく
り」

大阪 11月14日 土 － 45 大阪市 －
福井 11月15日 日 － － 41 福井市 －
山梨 11月20日 金 外園 副会長 48 甲府市

北海道 1月23日 土 三好吉清会長 渡部俊弘副学長、黒瀧秀久生物産業学部
長ほか 91 札幌市 小笠原春一氏（登別市長）ほか挨拶、

オホーツク硬式野球部へ支援金贈呈

静岡 2月27日 土 三好吉清会長 上原万里子食品安全健康学科教授、手島
秀樹財務部長 146 静岡市

県支部創立50周年記念式典、小澤寅
男氏の記念講話（元学校法人常務理
事）、上原万里子教授の記念講演「ロ
コモとメタボは同時に予防～健康寿
命の延長を目指して～」

宮崎 2月27日 土 － 新村洋一バイオサイエンス学科教授 55 宮崎市 －

群馬 2月28日 日 外園 副会長 高柳和直学長室次長 100 前橋市
宮田正信氏（元農学部講師）の講演
「東日本復興支援ボランティアから
の学び」

山形 3月19日 土 － － 14 山形市 －

校
友
会
情
報

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
H
P
）
で
は
最
新
の
校
友
会

情
報
（
校
友
会
支

部
情
報
）
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
支
部

総
会
や
同
期
会
の

お
知
ら
せ
な
ど
Ｈ

Ｐ
掲
載
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
本
部

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
今
ま

で
「
校
友
会
ニ
ュ
ー

ス
」
紙
面
に
掲
載
し

て
い
た
「
同
窓
会
・
同
期
会
の

開
催
」
や
卒
業
生
の
活
躍
な
ど

を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
開
催
情
報
（
５
０
０
字
以

内
の
記
事
と
写
真
デ
ー
タ
）
を

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

校
友
会
は
卒
業
生
名
簿
（
原

簿
）
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

勤
務
先
の
異
動
・
変
更
な
ど
で

多
く
の
会
員
が
住
所
不
明
と

な
っ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
さ

れ
た
卒
業
生
（
ま
た
は
お
知
り

合
い
の
方
）
は
、
校
友
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
異
動
届
け
用
紙
を
コ
ピ
ー

し
て
F
A
X
、
は
が
き
、
電
話

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
部
で
は
校
友
の

叙
勲
・
当
選
な
ら
び
に
ご
逝
去

さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
祝
電
・

弔
電
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
本
部
直
接
ま
た
は
お
住
ま

い
の
都
道
府
県
支
部
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

9月22日（木）

9月23日（金）

前日泊（地方支部、海外参加者）

・大会式典＜百周年記念講堂＞

・記念講演

・アトラクション

・海外代表支部記念報告など

・大会祝賀会　＜明治記念館＞

  祝賀会終了後、国内支部解散

当日泊（地方支部、海外参加者）

・海外参加者　富士畜産農場等視察
  （伊豆長岡泊）

・海外参加者　厚木キャンパス等視察
  視察終了後、海外参加者解散

月　日

9：30～16：20

18：00～20：30

終日

終日

9月24日（土）

9月25日（日）

時　間 行　事　等

大会式典および大会祝賀会

9月に東京農業大学校友世界大会 2016 in Japan

�Ô���%�ž�Å�è�µ�y�f�˜�ö�À�G�¶�Í���q
http://www.nodai-koyukai.jp/

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

住
所
変
更
な
ど
の

届
け
出（
お
願
い
）

熊
本
地
震
の
お
見
舞
い

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
や
校
友
関
係
者
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
依
然
と
し
て
余
震
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

一
日
も
早
く
復
旧
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
校
友
会

創立50周年式典に参加した校友の皆さん

望月保秀氏のリードで学歌を斉唱した
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平成27年度東京農業大学校友会表彰団体・個人一覧
〔2016年1月16日　於：校友会館大ホール〕

表彰部 氏名 学科 大会日 大会名 褒賞

相撲部

団　体 11月8日 第93回全国学生相撲選手権大会 第3位

個人

中畑　裕雅 森林3 7月26日 第42回東日本学生相撲個人体重別選手権大会／75㌔未満級 第3位

齋藤　真 森林2 7月26日 第42回東日本学生相撲個人体重別選手権大会／135㌔未満級 準優勝

小柳　亮太 森林4 8月30日 第20回世界相撲選手権大会 優勝

楮佐古明輝 開発4 9月13日 第63回全国選抜大学・実業団相撲刈谷大会 優勝

志賀　裕人 開発1 9月20日 第40回全国学生相撲個人体重別選手権大会／75㌔未満級 準優勝

陸上競技部
女子

団　体
10月25日 第33回全日本大学女子駅伝／仙台・杜の都駅伝／総合第7位／

シード権確保 出場

12月30日 2015全日本大学女子選抜駅伝競走／富士山駅伝／総合第12位 出場

個人
飯野　摩耶 経済4 6月7日 第21回アジア陸上競技選手権大会／中国・武漢／1500m 第3位

清水 萌衣乃 醸造1 5月6日 第94回関東学生陸上競技選手権大会／横浜／3000m障害 優勝

ボクシング部

団　体 5月9日～7月11日 第68回関東大学ボクシングリーグ戦 準優勝

個人

森坂　嵐 ビジネス1 8月5日～11日 第5回台湾台北市カップ国際トーナメント大会／日本代表／優勝 出場

中野　幹士 ビジネス2 4月19日～26日 第22回プレジデントカップ国際トーナメント大会／インドネシア
／日本代表／第5位 出場

森坂　嵐 ビジネス1

11月18日～22日

第85回全日本アマチュアボクシング選手権大会／バンタム級 優勝

金澤　宣明 ビジネス3 第85回全日本アマチュアボクシング選手権大会／フライ級 準優勝

中野　幹士 ビジネス2 第85回全日本アマチュアボクシング選手権大会／バンタム級 第3位

馬術部 個人 吉田  匡慶 ビジネス2 9月12日～13日 第87回全日本学生馬術選手権大会 準優勝

ホッケー部 団体 5月24日 平成27年度関東学生ホッケー春季リーグ（女子） 準優勝

ラクロス部女子 個人 関口　紗生 健康1 7月23日～8月1日 第6回ＦＩＬ女子19歳以下世界選手権大会／日本代表／英国 出場

オホーツク
硬式野球部

団　体
6月8日～10日 第64回全日本大学野球選手権大会 出場

8月22日～9月20日 平成27年度北海道六大学野球秋季リーグ戦 優勝

個人 井口　和朋 産経4 7月6日～11日 第28回ユニバーシアード大会／韓国・光州／日本代表 出場

自動車部 団　体
8月24日 平成27年度全日本学生ジムカーナ選手権大会／女子団体／鈴鹿

サーキット 優勝

10月12日 平成27年度関東学生対抗軽自動車6時間耐久レース／団体 準優勝

社交ダンス
研究部

団　体 7月12日 第53回全日本学生選抜競技ダンス選手権大会 第3位

個人
伊東　俊介 醸造4

12月13日 第60回全日本学生競技ダンス選手権大会／スローフォックスト
ロットの部 準優勝

河合 美乃莉 化学4

陸上競技部男子 個人 戸田　雅稀 経済4 4月26日 第15回世界陸上競技選手権大会代表選考競技大会など各種大
会で大学新記録を樹立 特別賞

▼
青
森
県
支
部

三
上
光
世
氏
（
昭
32
農
）

幹
事
長　

平
成
12
年
〜

平
成
21
年
ま
で

支
部
長　

平
成
21
年
〜

平
成
27
年
ま
で
（
通
算

15
年
間
）

▼
神
奈
川
県
支
部

伊
藤
義
孝
氏
（
昭
43
経
）

幹
事
長　

平
成
３
年
〜

平
成
16
年
ま
で

幹
事
長　

平
成
24
年
〜

平
成
27
年
ま
で
（
通
算

16
年
間
）

▼
岐
阜
県
支
部

国
島
隆
重
氏
（
昭
44
造
）

幹
事
長　

昭
和
57
年
〜

平
成
27
年
ま
で
（
通
算

33
年
間
）

▼
静
岡
県
支
部

菊
地　

忍
氏
（
昭
40
工
）

支
部
長　

平
成
13
年
〜

平
成
27
年
ま
で
（
通
算

14
年
間
）

▼
三
重
県
支
部

竹
内
秀
宣
氏
（
昭
40
化
）

幹
事
長　

昭
和
63
年
〜

平
成
16
年
ま
で

支
部
長　

平
成
22
年
〜

東
京
農
業
大
学
校
友
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
支
部
長

及
び
幹
事
長
を
通
算
10
年
以
上
努
め
、
校
友
会
支
部
活
動

に
顕
著
な
功
績
を
残
さ
れ
た
９
人
に
対
し
て
校
友
会
功
労

者
と
し
て
表
彰
し
た
。

校
友
会
功
労
表
彰
者

̶

退
任
支
部
長
・
幹
事
長

̶

平
成
27
年
ま
で
（
通
算

22
年
間
）

▼
和
歌
山
県
支
部

花
村
伊
久
雄
氏
（
昭
40

農
）

幹
事
長　

昭
和
55
年
〜

平
成
９
年
ま
で

支
部
長　

平
成
９
年
〜

平
成
27
年
ま
で 

（
通
算

35
年
間
）

▼
広
島
県
支
部

高
橋
敬
明
氏
（
昭
43
工
）

幹
事
長　

平
成
16
年
〜

平
成
22
年
ま
で

支
部
長　

平
成
22
年
〜

平
成
27
年
ま
で
（
通
算

11
年
間
）

▼
愛
媛
県
支
部

藤
原
源
治
氏
（
昭
42
経
）

幹
事
長　

平
成
３
年
〜

平
成
17
年
ま
で

支
部
長　

平
成
23
年
〜

平
成
27
年
ま
で
（
通
算

18
年
間
）

▼
鹿
児
島
県
支
部

廣
森　

徹
氏
（
昭
47
造
）

幹
事
長　

平
成
13
年
〜

平
成
27
年
ま
で
（
通
算

14
年
間
）

髙野学長、三好会長、中村体連会長、舘文連会長による鏡開き

全学応援団による学歌斉唱

校
友
会
は
１
月
15
日
、
グ

リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
で

農
友
会
激
励
懇
親
会
を
開
い
た
。

体
育
団
体
を
中
心
に
50
団
体
・

約
１
６
０
人
が
参
加
。
伝
統
あ

る
大
会
へ
の
出
場
や
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
団
体
ま
た
は
個
人

慶

平
成
27
年
秋
の
叙
勲
で
次
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

▼
旭
日
小
綬
章

　

茨
城
県
支
部

　
　

小
林　

靖
男
氏（
昭
32
短
醸
）

　
　

藤
澤　

順
一
氏
（
昭
38
農
）

　

埼
玉
県
支
部

　
　

高
橋　

広
成
氏
（
昭
42
経
）

　

山
梨
県
支
部

　
　

小
野　

修
一
氏
（
昭
41
造
）

▼
旭
日
双
光
章

　

山
梨
県
支
部

　
　

清
水　

壽
昌
氏
（
昭
43
院
化

修
）

　

福
岡
県
支
部

　
　

原　
　

博
文
氏
（
昭
36
経
）

　

佐
賀
県
支
部

　
　

片
渕　

時
汎
氏
（
昭
43
工
）

▼
旭
日
単
光
章

　

茨
城
県
支
部

　
　

山
内　
　

建
氏
（
昭
33
化
）

▼
瑞
宝
小
綬
章

　

群
馬
県
支
部

　
　

反
町　

功
夫
氏
（
昭
40
畜
）

▼
瑞
宝
双
光
章

　

群
馬
県
支
部

　
　

浦
野　

和
美
氏（
昭
23
専
農
）

▼
瑞
宝
単
光
章

　

福
岡
県
支
部

　
　

山
下　

政
一
氏（
昭
45
通
農
）

当
選
・
就
任

▼
県
議
会
議
員

　

福
島
県
支
部　

11
月
20
日

　
　

小
桧
山　

善
継
氏（
昭
44
経
）

　
　

満
山　

喜
一
氏
（
昭
49
経
）

　
　

杉
山　

純
一
氏
（
昭
55
林
）

▼
市
長

　

京
都
府
支
部
・
亀
岡
市　

11
月

９
日

　
　

桂
川　

孝
裕
氏
（
昭
60
造
）

新
支
部
長
紹
介

▼
支
部
長

　

三
重
県
支
部　

10
月
18
日
付

　
　

庄
下　

正
昭
氏
（
昭
45
農
）

　

青
森
県
支
部　

１
月
23
日
付

　
　

佐
藤　

晋
也
氏
（
昭
52
農
）

弔

次
の
校
友
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。（
支
部
等
か
ら
の

報
告
の
み
掲
載
）

　

藤
井　

元
一
氏
（
昭
39
工
）

新
潟
県
支
部　

平
成
27
年
９
月
24
日

　

高
橋　

明
雄
氏
（
昭
35
農
）

北
海
道
支
部　

平
成
27
年
９
月
25
日

　

平
井　

八
十
一
氏（
昭
28
学
農
）

神
奈
川
県
支
部　

平
成
27
年
10
月
16
日

　

三
上
光
世
氏
（
昭
32
農
）

青
森
県
支
部　

平
成
27
年
10
月
18
日

　

金
子　

洋
一
氏
（
昭
45
化
）

兵
庫
県
支
部　

平
成
27
年
10
月
21
日

　

平
澤　

隆
氏
（
昭
46
農
）

岩
手
県
支
部　

平
成
27
年
11
月
１
日

　

吉
田　

忠
義
氏
（
昭
54
経
）

群
馬
県
支
部　

平
成
27
年
11
月
22
日

　

謝　

克
昌
氏
（
昭
41
院
農
博
）

台
湾
支
部　

平
成
27
年
12
月
14
日

　

斉
藤　

勝
治
氏
（
昭
33
工
）

岩
手
県
支
部　

平
成
27
年
12
月
18
日

　

渡
辺　

繁
氏
（
昭
33
経
）

新
潟
県
支
部　

平
成
27
年
12
月
19
日

　

堀
越　

司
氏
（
昭
33
院
農
修
）

埼
玉
県
支
部　

平
成
27
年
12
月
22
日

　

舛
重　

正
一
氏（
昭
39
院
化
修
）

神
奈
川
県
支
部　

平
成
27
年
12
月
30
日

　

河
合　

明
信
氏
（
昭
41
経
）

兵
庫
県
支
部　

平
成
28
年
１
月
11
日

　

木
村　

泰
巳
氏
（
昭
36
農
）

徳
島
県
支
部　

平
成
28
年
１
月
24
日

　

伊
矢
野　

誠
一
郎
氏
（
昭
26
学

化
）

栃
木
県
支
部　

平
成
28
年
２
月
13
日

　

後
藤　

順
治
氏
（
昭
63
拓
）

千
葉
県
支
部　

平
成
28
年
３
月
12
日

　

星
野　

竹
司
氏
（
昭
19
学
経
）

群
馬
県
支
部　

平
成
28
年
４
月
４
日

会
員
の

�ˆ
静 に

校
友
会
会
長
褒
賞
を
授
与
し

た
。激

励
会
は
、
平
成
27
年
度

の
農
友
会
の
活
躍
を
た
た
え
、

さ
ら
に
健
闘
し
て
も
ら
う
た

め
、
各
部
の
部
長
、
監
督
、
主

将
、幹
事
ら
を
招
待
。厚
木
キ
ャ

ン
パ
ス
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン

パ
ス
の
硬
式
野
球
部
も
参
加
し

た
。
日
本
選
手
権
、
全
日
本
、

東
日
本
・
関
東
大
会
で
顕
著
な

成
績
を
収
め
た
７
団
体
と
16
人

が
表
彰
さ
れ
た
。

激
励
会
で
は
三
好
吉
清
会

長
、
農
友
会
会
長
の
髙
野
克
己

学
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
ま
た

ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
山
下
碧
航
君

（
ビ
ジ
ネ
ス
３
）、
オ
ホ
ー
ツ
ク

硬
式
野
球
部
の
濱
純
司
君
（
産

経
３
）、
陸
上
競
技
部
長
距
離
の

折
井
卓
哉
君
（
造
３
）
が
新
年

度
に
向
け
て
力
強
く
決
意
表
明
。

全
学
応
援
団
の
市
川
智
史
新
団

長
（
栄
３
）
の
リ
ー
ダ
ー
で
学

歌
斉
唱
し
た
。
三
好
会
長
、
髙

野
学
長
、
舘
博
文
化
団
体
連
合

会
会
長
、
中
村
好
男
体
育
団
体

連
合
会
会
長
が
鏡
開
き
し
た
。

７団体、個人16人を表彰
第32回農友会激励会
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プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト

2
選
手
指
名・入
団

２
０
１
５
プ
ロ
野
球
ド
ラ

フ
ト
会
議
で
、井
口
和
朋
君（
産

経
卒
）
が
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
３
位
指
名

さ
れ
、樋
越
優
一
君
（
食
香
卒
）

が
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
か
ら
育
成
３
位
指
名
さ
れ
共

に
入
団
し
た
。
今
年
度
で
３
年

連
続
で
の
ド
ラ
フ
ト
指
名
で
、

プ
ロ
野
球
選
手
を
毎
年
の
よ
う

に
排
出
す
る
全
国
屈
指
の
強
豪

校
と
な
っ
た
。

井
口
投
手
は
在
学
中
に
ユ

ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
日

本
代
表
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、

大
学
リ
ー
グ
戦
通
算
21
勝
を
挙

げ
、エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
。キ
ャ

ン
プ
や
オ
ー
プ
ン
戦
で
の
結

果
が
認
め
ら
れ
、
開
幕
１
軍
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
樋
越
捕
手

は
大
学
リ
ー
グ
戦
通
算
打
率
３

割
９
厘
、
本
塁
打
５
本
と
強
打

の
捕
手
と
し
て
活
躍
。
育
成
選

手
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
が
、

早
く
支
配
下
選
手
と
し
て
登
録

さ
れ
る
よ
う
に
１
年
目
か
ら
勝

負
し
て
い
る
。

こ
の
影
響
も
あ
り
、
今
年

度
の
新
入
部
員
は
創
部
史
上
最

多
の
35
人
と
な
り
、
チ
ー
ム
内

の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
４

月
30
日
か
ら
開
幕
す
る
北
海
道

６
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
に

優
勝
し
、
２
年
連
続
で
の
全
日

本
大
学
野
球
選
手
権
出
場
を
目

指
し
て
い
る
。

井口和朋選手

樋越優一選手

2部昇格を決めた部員ら
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ラ
グ
ビ
ー
部
は
平
成
27

年
12
月
19
日
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
・
レ
ス
ト
ラ
ン
す
ず

し
ろ
で
、
創
部
90
周
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
を
開
き
、
髙

野
克
己
学
長
、
大
場
淳
一
教

育
後
援
会
長
、
三
好
吉
清
校

友
会
長
が
来
賓
と
し
て
参
列

し
た
。

10
代
の
現
役
選
手
か
ら

90
代
の
往
年
の
名
選
手
、
北

海
道
・
九
州
か
ら
遠
く
は
カ

ナ
ダ
在
住
者
ま
で
広
く
集
ま

り
、
卒
業
生
、
現
役
部
員
、

保
護
者
を
含
め
１
５
０
人
超

が
参
加
し
た

祝
賀
会
式
典
は
主
催
者

あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
、
鏡

開
き
と
続
き
、
元
部
長
で
東

京
聖
栄
大
学
長
の
松
本
信
二

名
誉
教
授
が
乾
杯
を
発
声
。

世
代
を
超
え
た
歓
談
で
盛
り

上
が
っ
た
。

今
年
の
ラ
グ
ビ
ー
部
は

関
東
大
学
リ
ー
グ
３
部
で
準

優
勝
し
た
が
、
２
部
と
の
入
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れ
替
え
戦
で
15
対
20
と
惜
敗

し
て
い
る
。

「
来
季
こ
そ
は

次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
」
と
現

役
を
囲
む
参

加
者
か
ら
期

待
と
激
励
が

あ
っ
た
。

こ
の
後
、

Ｏ
Ｂ
の
所
属

す
る
世
界
的

な
和
太
鼓
奏

者
「
三
宅
島

芸
能
同
志
会
」

の
演
奏
、
全

学
応
援
団
が

演
舞
を
披
露
。

最
後
は
全
員

で
青
山
ほ
と

り
と
学
歌
斉

唱
。
10
年
後

の
百
周
年
で

の
再
会
を
約

束
し
た
。

�å
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æ

現
役
か
ら
往
年
の
名
選
手
ら
が
集
ま
っ
た

関
東
大
学
リ
ー
グ
2
部
へ
昇
格

決
定
！アメ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は
、
平
成
27
年
度
秋
季

リ
ー
グ
戦
、
３
部
リ
ー
グ
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
で
全
勝
優
勝
し
た
。
平

成
27
年
12
月
12
日
に
富
士
通
ス

タ
ジ
ア
ム
川
崎
で
行
わ
れ
た
、

２
部
３
部
入
れ
替
え
戦
で
、
武

蔵
大
学
に
７
対
３
の
ス
コ
ア
で

勝
利
し
、
関
東
大
学
リ
ー
グ
２

部
へ
の
昇
格
（
２
シ
ー
ズ
ン
ぶ

り
）
が
決
定
し
た
。
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平
成
27
年
度
関
東
学
生
対
抗

軽
自
動
車
６
時
間
耐
久
レ
ー
ス

準
優
勝

平
成
27
年
度
関
東
学
生
対

抗
軽
自
動
車
６
時
間
耐
久
レ
ー

ス
が
10
月
12
日
、
長
野
県
の
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
信
州
で
開
か

れ
、「
東
京
農
業
大
学
だ
い
こ

ん
チ
ー
ム
」
が
出
場
し
準
優
勝

し
た
。

選
手
は
山
内
柾
親
君
（
経

３
）
山
崎
裕
也
君
（
醸
３
）
小

林
愛
夢
さ
ん
（
醸
２
）
河
内
桃

子
さ
ん
（
開
３
）
戸
田
夏
紀
さ

ん
（
経
３
）

準優勝した「だいこんチーム」

�×
�ˆ
	�

æ
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２部へ昇格したサッカー部

全
日
本
イ
ン
カ
レ　
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
30
㌔
優
勝
！

第
89
回
全
日
本
学
生
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
（
２
月
23
日

〜
３
月
１
日
）
が
秋
田
県
花
輪

ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
30
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル

競
技
で
、
内
田
亜
汰
瑠
君
（
食

香
1
）
が
優
勝
し
た
。
主
将
の

市
村
耕
太
郎
君
（
産
経
４
）
も

７
位
に
入
賞
し
、
２
名
が
入
賞

を
果
た
し
た
。
市
村
、
内
田
と

も
に
転
倒
す
る
な
ど
ア
ク
シ
デ

ン
ト
も
あ
っ
た
が
、
終
始
先
頭

集
団
に
い
た
こ
と
が
、
見
事
な

結
果
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
リ

レ
ー
競
技
（
10
㌔
×
４
人
）
で

は
４
位
入
賞
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド

競
技
（
ジ
ャ
ン
プ
・
距
離
）
で

も
１
人
が
入
賞
と
好
成
績
を
収

め
、
１
部
総
合
７
位
入
賞
と

な
っ
た
。

�¦
�×
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�µ
�©
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æ

30㌔で優勝した内田亜汰瑠君

Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公
苑
で
平

成
27
年
10
月
31
日
〜
11
月
４

日
に
全
日
本
学
生
馬
術
競
技

大
会
が
開
か
れ
、
第
65
回
全

学
障
害
馬
術
競
技
で
団
体
９

位
、
第
58
回
全
学
総
合
馬
術

競
技
で
吉
田
匡
慶
君
（
ビ
ジ

ネ
ス
２
）
が
個
人
６
位
に
入

賞
し
た
。

同
会
場
で
11
月
28
日
〜
29

日
に
開
か
れ
た
第
53
回
関
東

学
生
馬
術
女
子
競
技
大
会
で

は
、
服
部
真
緒
さ
ん
（
ビ
ジ

ネ
ス
３
）、
田
中
奈
津
乃
さ
ん

（
バ
イ
オ
３
）、
渡
邊
春
菜
さ

ん（
造
３
）の
３
人
が
出
場
し
、

馬
場
馬
術
競
技
で
団
体
７
位
、

障
害
馬
術
競
技
で
団
体
準
優

�b
�>
�¡
��
�t
�Í
��
�q
�q
�Õ

¯
	œ
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æ

個人６位となった吉田匡慶君

障害個人で準優勝した服部真緒さん

勝
し
た
。
服
部
さ
ん
は
障
害

個
人
で
も
準
優
勝
し
た
。

今
年
度
の
活
動
成
績
の

結
果
、
１
月
15
日
に
「
平
成

27
年
度
東
京
農
業
大
学
農
友

会
激
励
懇
親
会
」の
席
上
で
、

吉
田
匡
慶
が
「
校
友
会
会
長

表
彰
（
個
人
）」
を
授
与
さ

れ
た
。

吉
田
君
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
平
成
28
年
６
月
28
日

〜
７
月
2
日
に
開
か
れ
る
世

界
学
生
馬
術
選
手
権
大
会
へ

向
け
た
日
本
代
表
の
１
人
と

し
て
選
抜
さ
れ
、
他
大
（
明

大
、
日
大
、
専
大
）
の
選
出

者
３
人
と
と
も
に
出
場
す
る

予
定
だ
。
こ
れ
は
、
全
日
本

学
生
馬
術
連
盟
が
定
め
た
今

年
度
の
全
日
本
学
生
ラ
ン
キ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
（
第
３
位
）

で
決
定
さ
れ
た
も
の
。

��
�=
�‚
�.

第
１
１
1
回
東
都
大
学
学
生
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
平
成

�þ
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�¼
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�µ
�Z
�€

æ

27
年
10
月
11
日
、
獨
協
大
学
）

中
村（
経
４
）・
大
塩（
栄
４
）

組
が
サ
ン
バ
で
優
勝
、
チ
ャ

チ
ャ
チ
ャ
で
３
位
。
林
（
森

４
）・
藤
井
（
バ
イ
オ
４
）
組

が
ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
準

優
勝
。
伊
東（
醸
４
）・
河
合（
化

４
）
組
が
タ
ン
ゴ
で
３
位
。
団

体
成
績　

３
位
。

第
97
回
東
部
日
本
学
生
競
技
ダ

ン
ス
選
手
権
大
会
Ⅰ
部
戦
（
平

成
27
年
11
月
15
日
、獨
協
大
学
）

伊
東
・
河
合
組
が
ス
ロ
ー

フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト
で
優

勝
。
中
村
・
大
塩
組
が
サ
ン
バ

で
準
優
勝
。
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
で
準
優
勝
。

第
60
回
全
日
本
学
生
競
技
ダ
ン

ス
選
手
権
大
会
（
平
成
27
年
12

月
13
日
、
獨
協
大
学
）

伊
東
・
河
合
組
が
ス
ロ
ー

フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト
で
準

優
勝
＝
写
真
。
林
・
藤
井
組

が
ワ
ル
ツ
で
５
位
。
中
村
・

大
塩
組
が
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
で

７
位
。
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

で
５
位
。

50
周
年
を
記
念
し
農
大
寄
席

落
語
研
究
会
は
昭
和 
41（
１

９
６
６
） 

年
に
発
足
、
今
年
で

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
平
成
27
年
12
月

５
日
に
百
周
年
記
念
講
堂
で
農

大
寄
席
を
開
い
た
。
落
語
研
究

会
は
50
年
の
歴
史
の
中
で
、
３

人
の
落
語
家
、
３
人
の
橘
流
寄

席
文
字
後
継
者
を
輩
出
。
農
大

寄
席
で
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
の

方
々
が
落
語
と
寄
席
文
字
実
演

を
行
っ
た
。

＜

演　

者＞

春
風
亭
柳
好
、
立
川
晴
の

輔
、
三
遊
亭
時
松

＜

橘
流
寄
席
文
字
実
演＞

橘
右
一
郎
、
橘
右
之
輔
、

橘
右
太
治 �X

� 
�Z
�€
�q

伊東俊介・河合美乃莉組

第
28
回
関
東
学
生
ラ
ク
ロ
ス

リ
ー
グ
で
1
部
に
昇
格

ラ
ク
ロ
ス
部
女
子
は
平
成 好成績を収めたスキー部

�å
�«
�é
�µ

æ
	•
� 

27
年
10
月
31
日
に
学
習
院
大
学

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
第
28
回

関
東
学
生
ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ
の

１
部
２
部
入
れ
替
え
戦
で
、
学

習
院
大
学
（
１
部
５
位
）
と
対

戦
し
、
延
長
戦
（
サ
ド
ン
ビ
ク

ト
リ
ー
）
の
結
果
６
対
５
で
勝

利
し
、
１
部
に
昇
格
し
た
。

第
48
回
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
大

会
昇
格
決
定
戦
関
東
大
学
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
２
部
へ
昇
格
決
定

サ
ッ
カ
ー
部
は
平
成
27
年

11
月
21
日
、
味
の
素
ス
タ
ジ
ア

ム
西
競
技
場
で
行
わ
れ
た
第
48

回
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
大
会
昇

格
決
定
戦
で
、
中
央
学
院
大
学

（
千
葉
県
代
表
）
に
２
対
１
の

ス
コ
ア
で
勝
利
し
、
来
季
関
東

大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
２
部
へ

の
昇
格
（
２
シ
ー
ズ
ン
ぶ
り
）

が
決
定
し
た
。
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æ

第
63
回
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝

大
会
ベ
ス
ト
16

第
63
回
全
日
本
学
生
剣
道

優
勝
大
会
が
平
成
27
年
10
月
25

日
に
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
、

全
国
３
９
５
大
学
の
中
か
ら
、

地
区
大
会
代
表
64
大
学
が
参
加

し
、
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。

ベスト16となった剣道部

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
部
長
の
穂
坂
教
授
（
前
列
中
央
）
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æ

	—
�›
�É
�S
�O

æ

穂
坂
部
長
が
連
盟
か
ら
感
謝
状

少
林
寺
拳
法
部
部
長
の
穂

坂
賢
教
授
（
醸
造
科
学
科
・

昭
56
醸
卒
）
は
、
１
月
９
日
、

香
川
県
多
度
津
市
に
あ
る
一

般
財
団
少
林
寺
拳
法
連
盟
本

部
で
、
同
連
盟
の
新
井
庸
弘

会
長
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ

れ
た
。

表
彰
式
に
は
黒
田
充
Ｏ
Ｂ

会
会
長
（
昭
56
畜
卒
）、
鶴
岡

要
介
指
導
監
督
（
平
９
造
卒
）、

森
藤
浩
志
Ｏ
Ｂ
会
副
会
長
兼

コ
ー
チ
（
平
８
畜
卒
）、
鈴
木

長
幸
コ
ー
チ
（
平
12
開
卒
）、

伊
藤
匠
コ
ー
チ
（
平
12
化
卒
）

の
計
６
人
が
参
加
。
宗
由
貴

少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
総
裁
、

新
井
庸
弘
連
盟
会
長
と
記
念

写
真
を
撮
っ
た
。

同
連
盟
本
部
の
あ
る
多
度

津
市
か
ら
愛
媛
県
松
山
市
に

移
動
し
て
、
愛
媛
県
の
農
大

少
林
寺
拳
法
部
Ｏ
Ｂ
12
人
と

穂
坂
部
長
の
感
謝
状
の
授
与
、

農
大
の
近
況
、
学
生
時
代
の

話
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
た
。
翌
日
は
、
今
治
市

の
当
部
創
部
者
、
故
日
野
和

喜
先
輩
の
墓
参
り
を
し
た
。

全
国
大
会
特
別
賞（
ベ
ス
ト
Ｃ
ｈ

ｅｅｒ 

Ｕｐ
賞
）受
賞

３
月
26
日
に
幕
張
メ
ッ
セ

で
、
Ｕ
Ｓ
Ａ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ

＆
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｓ　

２
０
１
６(

全

国
選
手
権
大
会
）
が
開
催
さ
れ

た
。全

学
応
援
団
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
は
、
１
２
６
の
出
場
団

体
の
中
で
他
の
チ
ー
ム
の
応
援

を
最
も
が
ん
ば
っ
て
い
た
チ
ー

ム
に
贈
ら
れ
る
〝
ベ
ス
ト
Ｃ
ｈ

ｅ
ｅ
ｒ　

Ｕ
ｐ
賞
〞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
応
援
団

に
所
属
す
る
チ
ー
ム
に
と
っ
て

と
て
も
名
誉
な
賞
。

ま
た
、
副
賞
と
し
て
Ｑ
Ｖ

Ｃ
マ
リ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
プ

ロ
野
球
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン

ズ
公
式
チ
ア
Ｍ
☆
Ｓ
ｐ
ｌ
ａ
ｓ

ｈ
!!
と
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン

ズ
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
参
加

権
利
を
い
た
だ
い
た
。
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１部に昇格したラクロス部女子
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▼
熊
本
の
益
城
町
で

４
月
14
日
夜
に
震
度
７

の
「
熊
本
地
震
」
が
起
き

た
。
16
日
未
明
に
も
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
「
本

震
」
が
あ
っ
た
。
い
ま
も

依
然
と
し
て
、
熊
本
・
大

分
両
県
を
含
む
九
州
各
地

で
７
０
０
回
を
超
え
る
地

震
が
続
き
、
未
曾
有
の
大

惨
事
と
な
っ
て
い
る
。

本
学
の
卒
業
生
校
友
や

在
校
生
の
家
族
の
安
否
、

家
屋
の
被
害
な
ど
気
に
な

る
。
一
時
も
早
く
地
震
が

収
ま
る
の
を
東
京
・
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
祈
り

つ
つ
、
５
月
21
日
の
１
２

５
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
に
は
、
九
州
各
地
か
ら

校
友
多
数
が
出
席
で
き
る

こ
と
を
希
望
す
る
。

 

（
小
野
） 

編 

集 

委 

員

委
員
長　

小
泉　

幸
道

（
校
友
会
副
会
長
）

委　

員　

舘　
　
　

博

（
短
醸
・
教
授
）

委　

員　

豊
原　

秀
和

（
常
任
理
事
・
名
誉
教
授
）

委　

員　

石
川　

浩
一

（
法
人
本
部
・
総
務
部
長
）

委　

員　

小
野　

甲
二

（
常
任
理
事
・
事
務
局
長
）

編 

集 

後 

記

Ｏ
Ｂ
の
活
躍

◯
世
界
ベ
テ
ラ
ン
ズ
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
で
準
優
勝

平
成
27
年
10
月
13
〜
18

日
に
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ

で
行
わ
れ
た
レ
ス
リ
ン
グ

の
世
界
ベ
テ
ラ
ン
ズ
選
手

権
で
本
学
Ｏ
Ｂ
の
柴
田
寛

選
手
（
平
９
農
卒
、
現
・
周

南
市
役
所
勤
務
）
が
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
85
㌔
級
で
見
事

準
優
勝
に
輝
い
た
。

同
大
会
は
35
歳
以
上
の

選
手
を
対
象
と
し
た
世
界

レ
ス
リ
ン
グ
連
合
（
Ｕ
Ｗ

Ｗ
、
旧
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ａ
）
公
認

の
大
会
で
、
年
齢
区
分
に

よ
っ
て
出
場
す
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。
往
年

の
名
選
手
た
ち
が
集
う
中
、

柴
田
選
手
は
Ｂ
区
分
（
41

〜
45
歳
）
枠
で
出
場
、
見

事
な
成
績
を
収
め
た
。

な
お
、
同
選
手
は
現
在

全
日
本
選
手
権
（
天
皇
杯
）

の
最
多
出
場
記
録
を
更
新

中
の
シ
ニ
ア
現
役
選
手
で

も
あ
る
。

準優勝した柴田選手㊧

１
月
27
日
に
ア
カ
デ
ミ
ア

セ
ン
タ
ー
で
、
森
林
総
合
科
学

科
４
年
の
小
柳
亮
太
君
（
新
潟

県
出
身
）
が
大
相
撲
時
津
風
部

屋
へ
の
入
門
を
発
表
。
３
月
の

大
阪
場
所
に
三
段
目
付
け
出

し
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

小
柳
君
は
、
平
成
25
年
全

国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
で
個

人
準
優
勝
、
平
成
26
年
全
国
選

抜
大
学
実
業
団
対
抗
相
撲
和
歌

山
大
会
で
個
人
優
勝
、
平
成
27

年
東
日
本
学
生
相
撲
選
手
権
大

会
・
全
日
本
大
学
選
抜
相
撲
十

和
田
大
会
・
全
国
体
重
別
選
手

権
大
会
無
差
別
級
・
世
界
相
撲

選
手
権
大
会
で
個
人
優
勝
し
て

い
る
。
小
柳
君
は
学
生
横
綱
や

ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
な
ど
の
ビ
ッ

グ
タ
イ
ト
ル
は
獲
得
し
て
い
な

い
が
、
重
み
の
あ
る
立
ち
合
い

と
馬
力
に
お
い
て
は
大
相
撲
関

取
の
力
は
す
で
に
備
わ
っ
て
い

る
と
思
え
る
逸
材
。
今
後
は
正

代
と
共
に
農
大
の
名
声
を
高

め
て
く
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。な

お
、
小
柳
君
（
平
28
森

卒
）
楮
佐
古
明
輝
君
（
平
28
開

卒
）
百
瀬
潤
仁
君
（
平
28
森
卒
）

の
相
撲
部
三
本
柱
が
卒
業
し

た
こ
と
か
ら
、
現
役
で
は
鈴

木
涼
汰
君
（
工
４
・
秋
田
県

横
手
高
校
）
北
村
直
樹
君
（
森

４
・
長
野
県
更
級
農
業
高
校
）

齋
藤
真
君
（
森
３
・
福
島
県

会
津
農
林
高
校
）
を
主
軸
に

境
昂
紀
君
（
工
３
・
青
森
県

五
所
川
原
農
林
高
校
）
冨
栄

秀
喜
君
（
森
２
・
宮
城
県
小

牛
田
農
林
高
校
）
花
下
豊
君

（
工
２
・
千
葉
県
柏
日
体
高
校
）

松
原
康
太
君
（
森
２
・
長
野

県
木
曽
青
峰
高
校
）
が
、
東

京
農
業
大
学
お
よ
び
東
京
農

業
大
学
相
撲
部
の
伝
統
を
守

り
、
平
成
28
年
度
の
全
国
大

会
で
頂
点
を
目
指
す
。

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ア
ジ
ア
・
オ
セ

ア
ニ
ア
地
区
予
選
が
３
月
24

日
〜
４
月
２
日
に
中
国
・
河

北
省
遷
安
市
で
開
催
さ
れ
、

日
本
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
ラ
イ
ト
級
の
成
松
大
介
選

手
（
平
24
経
卒
）
が
見
事
３

位
と
な
り
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
を

獲
得
し
た
。

バ
ン
タ
ム
級
の
森
坂
嵐
君

は
ベ
ス
ト
８
で
敗
れ
、
本
選

考
会
で
は
代
表
権
を
逸
し
た

も
の
の
、
６
月
の
世
界
最
終

予
選
で
リ
オ
出
場
権
の
獲
得

を
目
指
す
。
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農
大
ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
創

部
90
年
の
歴
史
と
伝
統
あ
る

運
動
部
で
す
。
こ
れ
ま
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
５
人
が
出
場
、

成
松
選
手
で
６
人
目
と
な
り

ま
す
。
全
日
本
大
学
王
座
決

定
戦
優
勝
が
９
回
。
全
日
本

ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
優

勝
者
は
約
40
人
を
数
え
る
全

日
本
屈
指
の
強
豪
校
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
強
豪
高
校
か
ら

優
秀
な
選
手
が
農
大
を
志
願

す
る
の
は
、
大
学
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
指
し
た
い
か
ら

で
す
。
私
は
、
現
在
日
本
ボ

ク
シ
ン
グ
連
盟
常
務
理
事
、

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強

化
本
部
委
員
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
監
督
な
ど
を
務
め
て

い
ま
す
が
、
人
一
倍
選
手
に

か
け
る
思
い
は
強
く
、エ
リ
ー

ト
選
手
育
成
の
た
め
に
最
善

を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
目
標

は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
と
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

で
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
育
成

す
る
こ
と
で
す
。

成
松
選
手
の
試
合
は
、
国

内
外
問
わ
ず
、
相
手
選
手
に

圧
力
を
か
け
な
が
ら
間
合
い

を
縮
め
て
い
き
、
力
強
い
パ

ン
チ
で
相
手
を
圧
倒
。
硬
い

ガ
ー
ド
で
相
手
の
パ
ン
チ
を

ブ
ロ
ッ
ク
し
隙
が
で
た
場
所

へ
的
確
な
パ
ン
チ
を
ヒ
ッ
ト

さ
せ
る
ア
ジ
ア
ト
ッ
プ
の
選

手
で
あ
り
、
国
内
で
は
敵
無

し
の
全
日
本
選
手
権
大
会
６

連
覇
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

金
メ
ダ
ル
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

山
本
浩
二
（
平
４
工
卒
）

第
85
回
全
日
本
ボ
ク
シ
ン

グ
選
手
権
大
会
が
平
成
27
年

11
月
18
〜
22
日
、
岩
手
県
水
沢

市
で
開
催
。
本
学
か
ら
全
国
各

地
区
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち

進
ん
だ
学
生
９
人
と
卒
業
生

２
人
が
出
場
、
日
頃
の
練
習
成

果
を
十
分
に
発
揮
、
本
学
の
名

誉
に
懸
け
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
る
事
が
で
き
た
。
こ
の

模
様
は
11
月
29
日
（
日
）
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で
放
送
さ

れ
た
。

優
勝
し
た
森
坂
嵐
君
（
ビ

ジ
ネ
ス
１
）、
全
日
本
６
連
覇

を
達
成
し
た
成
松
大
介
選
手

（
自
衛
隊
体
育
学
校
）
は
、
２

０
１
６ 

年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
賭

け
、
３
月
の
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
。

▽
優
勝
＝
バ
ン
タ
ム
級
・

森
坂
嵐
（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）、
ラ

イ
ト
級
・
成
松
大
介
▽
準
優
勝

＝
フ
ラ
イ
級
・
金
澤
宣
明
（
ビ

ジ
ネ
ス
３
）、
ラ
イ
ト
ウ
エ
ル

タ
ー
級
・
齋
藤
一
貴
（
自
衛

隊
体
育
学
校
、
平
27
ビ
ジ
ネ

ス
卒
）
▽
３
位
＝
バ
ン
タ
ム

級
・
中
野
幹
士
（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）

▽
５
位
＝
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
・

桑
原
拓
（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）、
フ

ラ
イ
級
・
山
内
涼
太
（
ビ
ジ

ネ
ス
３
）、
フ
ラ
イ
級
・
北
浦

龍
馬
（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）、
ラ
イ

ト
級
・
佐
川
遼
（
ビ
ジ
ネ
ス

４
）、
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
・
押
川

幸
輝
（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）、
ミ
ド

ル
級
・
酒
井
幹
生
（
ビ
ジ
ネ

ス
４
）
▽
最
優
秀
選
手
賞
（
会

長
賞
）
＝
森
坂
嵐

◇　
　

◇　

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地

区
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表
選
考
会
が
１
月
25
日
に

味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
、
バ

ン
タ
ム
級
の
森
坂
嵐
君
と
ラ

イ
ト
級
の
成
松
大
介
選
手
が

代
表
選
手
に
選
ば
れ
た
（
中

野
幹
士
は
バ
ン
タ
ム
級
の
補

欠
）。

山
本
監
督
が
抱
負
を
語
る

▼��

成
松
選
手
に
つ
い
て��

▲
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科
を
卒
業
し
た
正
代
直
也
関

（
時
津
風
部
屋
＝
し
こ
名
は
正

代
）
が
12
場
所
目
で
新
入
幕

（
前
頭
12
枚
目
）
を
果
た
し
た
。

初
代
豊
山
（
内
田
氏
）・
二

代
目
豊
山
（
長
浜
氏
）・
市
ノ

渡
（
市
ノ
渡
氏
）・
時
津
海

（
坂
本
氏
＝
現
時
津
風
親

方
）・
霜
鳳
（
霜
鳥
氏
）・

時
天
空（
フ
チ
ッ
ト
バ
ー

タ
ル
氏
）・
双
大
竜
（
高

橋
氏
）・
土
佐
豊
（
森
下

氏
）
に
続
く
農
大
出
身

力
士
で
は
９
人
目
の
関

取
と
し
て
本
土
俵
に
上

が
っ
た
。

学
生
時
代
同
様
に
立

ち
合
い
か
ら
全
力
で
あ

た
り
、
右
を
差
し
て
か

ら
左
を
ね
じ
込
み
、
二

本
差
し
て
前
に
出
る
取

り
口
を
貫
き
通
し
た
結

大
相
撲
初
場
所
（
東
京
・

両
国
国
技
館
）
は
、
10
年
ぶ

り
に
日
本
人
力
士
、
大
関
琴

奨
菊
が
優
勝
し
、
15
日
間
を

終
え
た
。
そ
の
中
で
本
学
相

撲
部
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
が
あ
っ
た
。

平
成
26
年
国
際
農
業
開
発
学

果
、
新
入
幕
で
は
出
来
過
ぎ

と
も
言
え
る
10
勝
５
敗
と
い

う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し

た
。
前
相
撲
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
力
士
で
は
、
大
相
撲
年

間
６
場
所
制
に
な
っ
て
か
ら

初
と
な
る
12
場
所
目
の
新
入

幕
で
あ
り
、
新
入
幕
で
敢
闘

賞
受
賞
も
年
６
場
所
制
が
定

着
し
た
１
９
５
８
年
以
降
で

は
最
速
の
記
録
と
な
っ
た
。

入賞した3選手（左から中野・森坂・金澤選手）

校友会三好会長㊨と小柳選手
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敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
正
代
関


